関東地方における畿内由来の土器の出土傾向とカマド導入の時期差についての一考察 : 埼玉県と千葉県を中心として by 一枚田 薫
目次
はじめに 1 
第一章研究史 1 
1・1.カマドに関する研究史 1 
1・2.畿内由来の土器に関する研究史 3 
1・3.問題の所在 5 
第2章 時期・地域区分と分析対象 6 
2-1.時期区分 6 
2-2.地域区分 9 
2・3.対象遺物・遺構 10 
第3章事例分析 10 
3・1.炉からカマドへの変遷 10 
3-2.畿内由来の土器の分布について 21 
第4章結果と考察 23 
4・1.炉とカマドについて 23 
4・2.畿内由来の土器の出土傾向について 24 
4-3.考察 25 
おわりに 26 
引用・参考文献
図目次
表目次
???
?
。 ?
???
図表 36 
関東地方における畿内由来の土器の出土傾向とカマド導入の時期差についての
一考察
埼玉県と千葉県を中心として一
はじめに
5世紀としづ時期は、全国的に同じような形の土器が普及し、同様にカマドというこれま
での炉とは全く機能の違う火処が普及するとしづ画期が認められる時期である。これらは
ほぼ同時に起こったとされ、その普及のスピードから畿内政権の関与があったものと考え
るのが一般的になっているが、遺跡自体の少なさに加えて 1遺跡あたりの住居祉の少なさ
も手伝って、どのような過程で変化が起こったのかはあまり知られていない。5世紀という
画期が起こったとされる時代の具体的な変化を考えるとき、土器編年という統一された物
差しで5世紀を検討すると地域によってカマドの導入時期に差があることに気が付いた。
関東地方におけるカマドは、一般的に 5世紀中葉頃に導入が進み 5世紀後半には普及し
たとされている。しかし、埼玉県本庄市の多くの遺跡と川越市御伊勢原遺跡は、同じ土器型
式の時期の遺跡であるにも関わらずカマドの導入時期に差がみられる。本庄市の遺跡には
カマドが多く設置されている時期でも川越市御伊勢原遺跡ではカマドは検出されないとい
うように、地域レベルで観察すると時間差があるように見える。
カマドの導入が畿内政権の何らかの関与であるとするならば、導入が早い地域と遅れる
地域の遺跡に何らかの違いは見いだせないだろうか。この疑問を考察する上で出土土器を
見てみると、本庄市の 5世紀中葉の遺跡からは叩き目のある土器や布留式の特徴を持つ土
器が稀に出土する。また、 5世紀頃の土器型式の成立に韓式土器の影響があるとする論文も
ある。カマドもまた畿内からもたらされた技術であるため、同じように畿内からもたらされ
たと考えられる土器が出土している遺跡に早くからカマドが導入されていれば、畿内由来
の土器とカマドの導入時期に関連性があると言えそうである。
また、韓式土器そのものではないものの、把手付きの大形甑という韓式土器を模した土器
の普及も、その機能からカマドに追随するものと思われる。よって、韓式土器をはじめとす
る畿内由来の土器と在地で作成されたと思われる把手をもっ大形甑についても分析してみ
たい。
第 1章．研究史
1-1.カマドに関する研究史
カマ ドの導入は、古墳時代後期における画期とされている。カマ ドが出現することに
より食生活や住居の機能が変化すること、ほぼ同時期の土器型式が斉一性を持った須恵
器模倣都に一斉に変化することから、現在では背景に畿内政権の影響があると考えられ
ている。
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カマドの導入で起こる変化としては、横川好富が消費生活の自律化・火に対する機能
変化、炊飯の変化、火の利用方法の変化などを具体的なものとして挙げ、カマド出現の要因
を「竃を出現せしめ、普及を可能とする基盤が成立していたjとしている（横JI1987）。この
ような変化をもたらしたカマドがどうやって導入されたかについては、長らく在地での自
生説と畿内からの導入説があった。
最初にカマドの由来に関する説を唱えたのは大場盤雄である（大場 1955）。大場は大陸か
ら「竃の観念も知られたが、その賓物に劃する認識を融いたため、わが園調自の方法で竃を
設けたj とする、カマド大陸由来節を唱えた。
それに対して、金井塚良ーと和島誠一はカマドの出現を大陸の窯業技術の影響という考
え方を否定し、「かまどの発生はむしろ在地の竪穴生活の発展の中に、主体的な要因が求め
られなければならないだろうJとし、自生説を主張した（金井塚・和島 1966）。
在地説と畿内（大陸）由来説において争点となったのは、煙道をもたないカマド状の遺構の
存在である。横浜市東原遺跡の報告書の考察では和泉期の集落と東原遺跡を比較し、「竃と
して構築されたものにおいて、煙道は必ず付くものであり、未発達という観点はあり得ないJ
として、煙道のないカマドが初現的であるという通説を否定している。また、カマドの出現
に「政治的側面からの解釈、ならびに、その原点からの追及が必要である」としている（増
田・須山 1972）。
カマドの在地発生説と出現の理由を検討したのが高橋一夫である（高橋 1975）。須恵器生
産とカマドの発生を結びつけるのではなく、「熱処理の方法が発展してカマドへ転化」した
と考え、そのことから関東地方におけるカマドは多元的に発生したと考えた。また、出現の
背景としては「社会が一定の発達段階に達した時に受け入れられる」として、世帯共同体か
ら家父長制的世帯共同体への変化の過程で出現したとしている。
このように、在地説と畿内由来説が対立する中で、笹森健ーは全国の初現的カマ ドを 11
例使用してその特徴が似ていること、全国的に高杯の使用開始時期と構造が似ていること
という二重の意味での斉一性が認められることから、多元的なカマドの発生は考えにくい
としている（笹森 1978）。この時期以降カマドの自生説は見られなくなる。
カマドが畿内由来であるという説が優勢になったところで、次の争点はカマドが普及した
理由となる。谷井彪は埼玉県美里町畑中遺跡の調査から、竪穴生活の自立とカマドの普及を
結び、つける考えに疑問を投げかけた（谷井 1979）。カマドをいちはやく導入した埼玉北部地域
とカマドのあまり普及していない近畿以西や千葉地域を比較して、「消費生活の自立化や社
会段階の違いを指摘できるといえるだろうか」と問題喚起した。貯蔵穴・炉・カマドの性格
を検討し、カマドが火を管理する点で炉と大きく異なることから、カマドの導入により「火
を管理することに共通した世界観が伴って導入」されたとした。炉のもつ世界観が強ければ
熱効率が良いというだけでカマドを導入したとは考えにくいと指摘し、カマド導入時の地域
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差を理解しようとしたが、具体的な事例は示されなかった。
カマドの発生理由については他にも、発生が畿内政権に対する労働力貢納のために必要な
繍の生産のためであると考え、畿内政権の東国支配とカマドの発生を結び、つけた笹森紀己子
の論文や（笹森1982）、前論を撤回し畿内政権が「支配のための技術や物資のひとつとして竃
を与えていた」と指摘した高橋一夫の論文がある（高橋 1986）。
高橋は続いて、初期須恵器や非在地系土器の集中する地域を「大和政権の東国進出の拠点」
と捉え、その分布と初現期カマドの分布がほぼ重なり合うことからこの考えを補強している
（高橋 1991）。さらに、カマド導入にあたっては「カマドに関する祭りや儀式、生活様式等も
一括導入されたもの」と述べ、これらが情報としてだけではなく畿内からの移住により導入
されたと推定している。
カマドが畿内から伝播したとして、どのような形態で、入ってきたのかを議論したものに、
外山政子の論文がある（外山 1992）。外山は、壁から離れる馬蹄形状の火処をカマドの一つ
の構造であるとして、「カマドは少なくとも伝播当初から、単一の構造のもののみではなか
った」と述べている。そして、群馬県でカマドが「一斉に完成された形でもたらされ、受入
れられたJことは異常であり、このような状況が生まれた背景として、三ツ寺遺跡群のよう
な人為的な村落形成を推定している。また、従来は初現期カマドと呼んでいたものを「完成
したもう一つのカマド」と位置付けている。
カマドと共に使用される器種である大形甑を分析した論文に、杉井健のものがある（杉井
1993）。杉井は日本全体のカマドの分布を掛け口から色分けし、それに大形甑の形態差を重
ね合わせて分析し、東日本のカマ ドは半島からの直接的伝播ではなくそれを祖形としなが
らも独自に発展したものであると考えている。ただし、埼玉県児玉地方のカマドについては
西日本のものに近い形態がみられることから直接的な伝播であると推定しており、畿内か
らの影響を直接受けた地域と在地での発展を合体させて考えている。
また末木啓介は、カマドの構造と大形甑の形態、坪の出土量をもとに、埼玉県北部地域に
おいて畿内政権と在地首長の交渉のもとにカマドが出現したと考えている（末木 1994）。
1・2.畿内由来の土器に関する研究史
上記のように大形甑はカマドと共に使用する器種の土器であり、この大形甑とカマドの
出現を関連させる研究が多い。大形甑には把手を持つものがあり、この形態は初期須恵器に
見られるものであることから畿内政権との関係性を見出すことが出来る。これらを関連さ
せた研究に、柿沼幹雄のものがある（柿沼 1976）。甑の機能的な面からその性格を考察して
おり、甑が小形甑と呼ばれる鉢型のものと肇型の大形甑を問題の中心において、和泉期前半
までとそれ以降では集落内における甑の保有数が大きくことなることから、和泉期前半ま
での甑をハレの日に使用する非日常的な容器であるのに対して、和泉期後半以降は大形甑
の出現によって日常什器に転化したとする。その背景として、外来の文化が 「強力に入り込
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んできても受容できるだ、けの在地の主体的な成長があったため」と推測している。
大形甑と須恵器の両者を検討した中村倉治は、カマドは「ある意図によって積極的に導入
されたjとし、東国が畿内政権の政治秩序に組み込まれたことと関連するとしながらも、毛
野王権によるカマドの導入は「畿内政権の影響を受けてなされたものではなく、直接的な半
島ないし西国との交渉によって獲得した」可能性があることを指摘している。カマドは前橋
市周辺に完成された形でもたらされ、この影響を受けて関東各地に二次的に波及したと推
定している。（中村 1982・1986）。
青山晃は、地床炉とカマド状遺構の分布とその時期、大形甑の分布と時期を検討し、「カ
マドは地床炉の系譜上になく、また、カマド状遺構成立にカマドの影響があるJと述べた。
また、「カマド・カマド状遺構は畿内との交流が深いと思われる地域において出現」し、「ど
ちらかが先行するという訳ではなく、ほぼ同時期に現れる」としている。大形甑に関しては、
茨城県においては大形甑のみが先に導入されるとしている（青山 2002）。
大形甑以外で畿内からもたらされたとされる土器に、叩き目を持つ土器と韓式土器と呼
ばれる平底の土器がある。叩き目を持つ土器は畿内第V様式の土器の系譜にあると述べた
のが菊池健ーである（菊池 1990）。東日本から出土する叩き目を持った聾の系譜をたどり、
そこから派生する土器の出自や人の移動を考察している。土器が他地域で出土する場合に
土器そのものの移動と土器製作者の移動の可能性を示し、土器の胎土に違いがないことや
窒だけではなく他の器種にも適用されていることから土器製作者の移動を想定している。
また、受容側の地域で他地域と在地の土器の共伴が見られることから、人を媒体にした大規
模な地域間交流が行われた結果であるとしている。
埼玉県本庄市川越田遺跡出土の叩き護について恋河内昭彦は、児玉地方から出土した叩
き奮を中心に編年と特徴を分析している。児玉地方から出土する叩き目を持つ土器は、弥生
時代後期末の畿内第V様式のものと考えられるが、直接普及したのか二次的な普及である
のかは明言出来ないとしている（恋河内 1993）。
一方の韓式土器について坂口ーは、千葉県・群馬県・福島県の韓式土器の出土例を紹介し、
出土頻度と年代、そして出土の意義について考察している（坂口 1993）。出土頻度は千葉県
大森第2遺跡68号住居以外では単一個体のもののみ出土し、年代は5世紀前半が大森第2
遺跡、他は5世紀後半～6世紀前半としている。また、生産地は大森第2遺跡のものが陶邑
古窯祉群の領域内に収まるほかは、在地で作られたと思われる。このため、韓式系土器は畿
内よりも出現が遅れ、日常用の組成として各器種が出土する例は少なく、器形や整形技法に
半島由来のものが認められるものの在地の要素が強いため、韓式土器の出土をもってして
渡来人の存在を語るのは難しい。畿内政権との関わりを考えるのが自然であるとしている。
一方で半島由来の韓式土器の出土が、東京都足立区伊興遺跡で見られる。5点の査の破片
で、縄薦文のタタキ目がある。時期は5世紀前半で、色調と焼成から在地のものではなく半
島で製作された可能性が高いとされている（酒井・松本 1996）。
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これらの韓式土器の分布は、群馬県南東部、埼玉県北西部、千葉県西部の東京湾沿い、東
京都西部の東京湾沿いが多いとされる（山本 1999）。
この韓式土器を韓半島系食器と呼び、5世紀の土器と関連されてその出自と影響を検討し
たのが坂野和信である。関東地方には、平底の食器と丸底の食器の二種類の韓半島系食器が
検出されている。埼玉県北部には畿内系の丸底の食器と韓半島系の平底の食器がみられる。
畿内で集約された韓半島の技術や情報が各地域の人々の移動による地域間交流と日常的交
流関係によって拡散したと考えられる。
これらの土器は、技法も含めた直接的模写というよりは間接的な形態模写であり、胎土が
在地のものとほぼ変わらないことから、韓半島系移住民との交流と畿内からの移住民との
交流の結果と考えることが出来る（坂野2007）。
1-3.問題の所在
初現期カマドを理由に炉からの自生説を唱える説もあったが、初現期カマドの分析や土
器の斉一性と重ねた分析により現在は畿内政権の指導もしくは在地豪族を通じての影響に
よって伝播したものとする説が通説である。カマ ドの導入について社会体制や共同体の変
化が挙げられる場合があるが、これらを語るには、竪穴住居祉と土器しか遺らないことの多
い考古学的資料では証明不可能であると思われる。カマドの導入に伴い予想される変化の
考察が必要であると思われる。
初現期カマドとは、カマドのように馬蹄形状の土盛りと焼土が認められるような遺構で
あるが、多くは壁から離されて作られており、煙道をもたない。この遺構が在地での炉から
カマドへの独自的な発展を示すのか、カマドを見た人たちがカマドをまねたものとするの
か、 一つのカマドの形であるとするのかによってカマド、導入時の背景が変わってくるため
検討が必要な遺構であるが、 一つの遺跡で、の議論や広範囲で、事例が少ない分析で、あったり
炉からの発展か否かを重視していたりして、カマドやその導入時期との関わりに関する分
析は多くない。
カマドを導入した当事者については、カマドがある程度完成された形で普及しているこ
とから、普及の背景に畿内政権の影響を受けた首長がいることは明白であると考えられて
いる。数十年の差はあるが、カマドが一斉に普及していることから、個々の首長が主導した
のではなく、畿内政権の主導で火処が変化したと考えるのが妥当である。また、畿内政権と
の関わりにおいては畿内由来の土器や韓式土器が決め手とされる。
カマドの導入により変化するものとして、調理法の変化とそれに伴う土器の器種の変化
が挙げられる。炉では台付牽やそれに伴う鉢型の小形甑が多く使用されるが、カマ ドでは長
胴化した奮と窒型の大形甑が使われる。この大形甑には把手がつくものもあり、初期須恵器
にも同じ形態の甑があるため畿内との関わりを語る上でも重要な器種である。
埼玉県本庄市をはじめとする児玉地方には叩き目のある窪の出土が確認されている。こ
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れは一般的に布留式の肇とされるが韓式土器の一種であるとする説もある。また、大形甑は
韓式土器の模倣であるため、直接的間接的の差の違いは不明だが、何等かの形で畿内政権と
接触していたものと推定する際の材料となる。
従来のカマド論には地域によって導入の時期に差が生じる現象を検討した研究はあまり
見られない。埼玉県本庄市と川越市の遺跡では、同じ土器型式にも関わらずかなり早くから
カマドが出現する本庄市と全く出現しない川越市という差が見られる。この差がどこから
来ているのかという疑問に答えるには、カマドと同じように畿内から伝播した遺物や遺構
がどのような共伴関係を持っているかについて検討することで導入時期の違いがわかるか
もしれない。大形甑や叩き目のある土器など、畿内由来の土器を多く出土している遺跡には
早くからカマドが導入されていると仮定すると、本論における分析が必要な事項は、
①時期を決定するための土師器編年とカマドの編年
②畿内由来の土器が出土する遺跡の分布
③炉とカマドを持つ遺跡の編年ごとの分布
④初現期カマドの出現時期の分析
の4点が挙げられるだろう。
第2章．時期・地域区分と分析対象
2-1.時期区分
2・1・1.時期区分
各報告書にはそれぞれ固有の土師器編年があるため、それらを統合した編年を作る必要
がある。5世紀の土師器編年の分類は様々な案が出ているが、基本的な編年区分は閉じであ
る。すなわち、台付肇の消滅・小形丸底地の消滅、境杯の出現・墾の口縁部の形状、長胴聾
の出現・須恵器模倣坪の出現の3区分である。杯の消長が編年の基準としやすいため、坪の
編年を重視しつつ他の器種の消長や器形の変化も視野に入れて 5世紀の土師器の編年を行
フ。
2-1・2.器種の分類基準
5世紀前半から 5世紀後半の土師器の器種は、大きく分けて壷・台付護・牽・境坪・小型
丸底土甘・高杯・甑に分類される。この内、境杯・高杯・甑については器形によって更に分類
が可能である0
・境坪の分類（図 1)
境杯A…口縁部と体部の境を屈曲により表すもの
境杯B…口縁部と体部に境目の無いもの
境杯C…口縁部がくの字に屈曲するもの
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境杯D…口縁部と体部が段をなすもの
この内、A類の境杯は源初杯と呼ばれることがある初期の杯で、 C類は後の比企型杯に近
いもの、 D類の境杯は須恵器模倣杯と呼ばれるものである。
－高杯の分類（図2)
A類…体部下端が屈曲するもの
B類…杯部下端が有段のもの
C類…稜を持たず、逆八の字に開く杯部をもつもの
D類－－－脚部が有段になるもの
・甑の分類（図 2)
小形甑…鉢形のもの
大形甑…童形のもの。把手を持つものもある
2・1・3.編年の方法について
編年に使用する土器については、分析に使用する遺跡から抽出する。また、共伴関係のあ
る土器が一括で出土している住居祉や切り合いのある住居を対象とする。埼玉県の編年で
は出土点数の関係から本庄市の夏目遺跡・夏目西遺跡・後張遺跡 C地点・雌濠遺跡を編年
に使用する。千葉県の編年では外原遺跡・小室遺跡を編年に使用する。
2・1・4.編年
まずは埼玉県側の土器の編年を試みる。
夏目遺跡 12号住居は夏目 13号住居に切られている。小形丸底土甘は無く、杯が出土して
いる。また、奮の頚部はくの字型の特徴的な器形である。また、13号住居は 12号住居を切
っているが、口縁が内湾する杯C類が出土するものの器種の構成は 12号住居と変わらない
（図 3）。
夏目西7号住居は 8号住居に切られている。半球形の境は出土しているが杯はなく、小
形丸底土甘が存在している。また、奮の頚部はくの字形をしている。8号住居は7号住居を切
っているが、口縁部が直立している坪が出土し、小形丸底地が出土していない。警の器形は
7号住居と同様であり、小形丸底土甘が出土している住居祉の方が古いようだ（図4）。
後張遺跡C地点 197号住居は 196号住居に切られている。境均二は確認できず、小形丸底
柑が出土している。奮の頚部の屈曲は緩やかである。196号住居は 197号住居を切ってい
て 197号住居より新しい。口縁部が屈曲している境Cが出土していて、小形丸底増も出土
している。頚部の屈曲はくの字になっている。（図 5)
雌濠遺跡 37号住居は 38号住居に切られている。口縁部と体部に境があり、小形丸底土甘
が出土している。警の頚部は外湾しているもののくの字形の屈曲である。38号住居は 37号
住居より新しいが、口縁部が直立している杯が出土しているのみである（図6）。
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以上の切り合い関係から小形丸底土甘が出土している住居士止が古く、また口縁部と体部の
境が屈曲している境杯が出土している住居祉は、境目が直立または内湾している境杯が出
土する住居祉よりも古い。
次に上記の結果を受けた上で一括土器による編年を行う 0
．夏目遺跡（図7)
3号住居は土器出土点数が 18点である。境亦は口縁部が直立しているいわゆる須恵器模
倣坪で、護は長胴化の傾向が見られる。9号住居は土器出土点数が 38点である。 境坪は口
縁部と体部の境が屈曲した半球状で、 護の頭部はくの字形の屈曲である。小形丸底土甘は出土
していない。13号住居は土器出土点数が 15点である。境杯は口縁部が内湾していて、 護の
頚部はくの字形であり、長胴化の傾向がある。小形丸底地は出土していない。23号住居は
土器出土点数が 57点である。境杯は口縁部と体部の境が屈曲している B類で、小形丸底土甘
が出土している。護の口縁部は二重口縁になっている。
－夏目西遺跡（図 8)
14号住居は土器出土点数が 139点である。境杯は口縁部と体部の境が屈曲した半球状で、
準は長胴化の傾向がある。小形丸底地が出土している。21号住居は土器出土点数が48点で
ある。境杯は口縁部と体部の境が屈曲した半球状で、護の頚部はくの字形の屈曲である。小
形丸底土甘が出土している。
－後張遺跡C地点（図9)
193号住居は土器出土点数が 57点である。小形丸底土甘が出土していて、台付塞が出土し
ている。196号住居は土器出土点数が 18点である。境杯は口縁部と体部の境が屈曲した半
球状で、警は長胴化の傾向がある。小形丸底土甘が出土している。
－雌濠遺跡（図 10)
9号住居は土器出土点数が 14点である。境杯は口縁部と体部の境が屈曲していて、小形
丸底土甘と台付肇が出土している。13号住居は土器出土点数が20点である。境杯は口縁部と
体部の境が屈曲している。小形丸底土甘が出土していて、 護の頭部はくの字形に屈曲している。
33号住居は土器出土点数が 26点である。境杯は口縁部と体部の境が屈曲しているものや、
口縁部が直立しているものがある。小形丸底土甘は出土していなし、。窒は長胴化の傾向が見ら
れる。
次に千葉県側の土器の編年を行う 0
．外原遺跡（図 11)
1号住居は土器出土点数が85点である。口縁部と体部の境が屈曲する境杯C類と小型丸
底士甘が出土している。高杯は杯部に段を持つものと脚部に段を持つものが存在する。3号住
居は出土土器点数が20点である。小形丸底土甘と、口縁部がくの字に屈曲する境坪B類が共
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伴する。嚢の口縁部はくの字に屈曲する。4号住居は出土点数が26点である。小形丸底土甘
とB類の境杯が共伴している。 8号住居は出土土器点数が21点である。小形丸底土甘と高杯
C類、境坪B類が共伴している。
・小室遺跡（図 12)
D203号住居は出土土器点数が25点である。境杯C類と小型丸底土甘、脚部に段を持つ高
杯C類が共伴している。 D215号住居は出土土器点数が 16点である。境坪B類と口縁部が
くの宇に屈曲している聾が共伴している。 D216号住居は出土土器点数が 20点である。境
杯C類と高杯D類が共伴している。 D305号住居は出土土器点数が22点である。口縁が内
湾する杯D類が出土している。
編年を組み立てると、小形丸底土甘と台付塞が出土している住居祉が一番古く、順に窪の頚
部がくの宇に屈曲しているものと小形丸底土甘が出土するもの、小形丸底土甘が消滅し境坪の
口縁部が直立ないし内湾するもの、境杯の口縁部が直立し、聾が長胴化するものが新しいこ
とになる。これらをまとめると、
I期…小形丸底土甘と台付奮が共伴する時期
E期…頭部がくの字に屈曲している棄と小形丸底土甘が出土する時期
皿期…小形丸底地が消滅し、口縁部が屈曲する椀付が出土する時期
町期…境杯の口縁部が直立し、護が長胴化する時期
の4区分に分けることが出来る（図 13）。以下の分析ではこの4区分を使用する。
2-2.地域区分
2・2・1.分析対象遺跡（表 1)
分析対象とする地域は、カマドの導入の時期差を検討するために関東地方でもカマドが
最初に見られる児玉地方を含む埼玉県と、カマド導入が他と比べて遅れる傾向があるとさ
れている千葉県とする。対象とする遺跡の基準は、炉のみ、もしくは炉とカマドが共に検出
された住居祉が存在する遺跡とする。
2-2・2.小地域区分（図 14・図 15)
集落が密集して存在している地域をいくつかの区分に分類する。
地域1 神流川・小山川周辺の本庄台地
地域2 小山川周辺の妻沼低地
地域3 江南台地北縁部
地域4 忍川中流域
地域5 比企丘陵
地域6 川越台地
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地域7 大宮台地
地域8 手賀沼周辺
地域9 新川周辺の下総台地
地域 10 根木名川周辺の下総台地
地域 11 栗山川周辺の下総台地
地域 12 鹿島川周辺の下総台地
地域 13 都川 ・村田川周辺の下総台地
地域 14 真亀川周辺の房総丘陵
地域 15 矢那川周辺の房総丘陵
2-3.対象遺物・遺構
集成・分析の対象となる遺物は大形甑と畿内由来の土器、遺構は炉とカマドとする。
大形甑は肇状の形態のもの、畿内由来の土器とは庄内式に見られる叩き目を持つ土器や
韓式土器に見られる平底の土器を指すこととする。
E期とE期の遺構については炉とカマドのどちらかが検出されている遺構を対象とする。
カマドについては破壊されても焼土などで痕跡をとどめるものは対象とした。調査範囲外
で検出されない場合や火処が確認できない住居祉は対象外とした。須恵器模倣杯が出現し、
カマドが標準的に設置されるとされるN期については、カマド導入の時期差を検討すると
いう趣旨から炉が検出された遺構と畿内由来の土器が出土している遺構のみを対象とする。
第3章．事例分析
3-1.炉からカマドへの変遷（表2・表3)
3-1-1.カマドの分類（図 16)
カマドは報告者によって報告書に記載されているデータに差が出てしまうため、報告書
から抽出できる最低限の情報である袖部や燃焼部、煙道の位置によって分類する。
A類…カマド全体が竪穴の中に構築されるもの（馬蹄形のもの）
B類…天井部や袖部の構造が明確でないもの
C類…袖部が壁から延び、煙道部の立ち上がりを竪穴の壁と共有するもの
D類・ー袖部が壁から延び、煙道部の立ち上がりが壁を切り込んで構築されるもの
E類…袖部が壁から延び、煙道部が竪穴外に長く伸びるもの
このうちA類は初現期カマドやカマド状遺構と呼ばれるものであり、 E類は6世紀以降
に見られる形態である。これらの分類は、カマドが一つの遺跡に同じ形態のものが導入され
ているのか、多くの種類が同時に導入されているのかを検討するために使用する。
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3-1・2.遺跡ごとの火処の様相
(1）雌堀遺跡（表4)
対象となる竪穴住居祉はE期が 3軒、 E期が 3軒である。H期において炉を持つ住居祉
とカマドを持つ住居祉が同時期に共存している。 E期ではカマドを伴った住居のみとなっ
ている。カマドの形態はC類・D類・E類であり、形態が統一されている様子は見られな
し＼。
(2）後張遺跡（表5)
対象となる竪穴住居祉はE期が 37軒、皿期が7軒である。 E期でカマドを持つ住居祉は
5軒で、うち 1軒はA類のカマドであり、炉を持つ住居祉が 32軒と大半である。カマドの
形態はA類が 1軒・B類が2軒・ C類が2軒と種類がある。皿期ではカマドを持つ住居士止
が4軒、炉を持つ住居祉が3軒と、カマドを伴う住居祉の割合が高くなっている。
A類カマドが検出されたのは63号住居である（図 17）。後張遺跡からはI期と E期の境目
の時期の住居祉からも同様の馬蹄形の初現期カマドと考えられる遺構が検出されている（青
木 2002）。後張遺跡、においては初現期カマドが B類～E類のいわゆるカマドと認識される
遺構よりも先行するようである。
(3）九反田遺跡（表6)
対象となる竪大住居祉は 8軒である。地域 1において唯一すべての住居祉に炉を付設し
ている。
(4）弥藤次遺跡（表7)
対象となる竪穴住居祉は皿期の 1軒のみで、 C類のカマドを伴っている。後述の夏目遺
跡・夏目西遺跡と同一遺跡であると考えられている。
(5）夏目遺跡（表8)
対象となる竪穴住居祉はE期が 5軒、皿期が 1軒である。E期にカマ ドを持つ住居祉は
3軒で、 A類のカマドが2軒にD類のカマドが 1軒である。皿期はカマドのみで、 B類・ C
類と統一されていなし、。
A類カマドを持つ住居祉は9号住居（図 18）と 10号住居（図 19）である。夏目遺跡には後張
遺跡、と違い、 I期にA類カマドが存在せずにA類と D類のカマドがE期になって始めて出
現している。
(6）夏目西遺跡（表9)
対象となる竪穴住居祉はE期が 5軒、 E期が4軒である。H期においては形態が不明な
ものもあるが、 5軒すべてカマドを伴っていて、 A類・B類・E類と種類はすべて異なって
いる。E類カマドは地域 1において唯一検出されている。皿期はカマドが 3軒、炉が 1軒
で、 B類と C類のカマド、を伴っている。
A類カマドが検出されたのは7号住居である（図 20）。夏目西遺跡は5番の夏目遺跡と同
一遺跡とされているため、両遺跡でA類カマドが出現していることと、様々な種類のカマ
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ドが共に付設されていた状態を見て取れる。
(7）諏訪遺跡（表 10)
対象となる竪穴住居祉は 3軒である。すべて形態が不明であるが、焼土の堆積具合から
カマドが存在していただろうと考えられている。
(8）四方田遺跡（表 11)
対象となる竪穴住居祉はE期が2軒、 E期が3軒である。 E期の住居祉は2軒とも D類
カマドを伴っている。皿期ではA類・ C類・D類のカマドを伴っている。
A類カマドは 6号住居から検出されている（図 21）。 I期やE期で認められることが多か
ったA類カマドが皿期で出現しており、 D類カマドより後にA類カマドが設置されている
ことになる。
(9）平塚遺跡（表 12)
対象となる竪穴住居士止はH期の 1軒のみであり、炉を伴っている。
(10）藤塚A遺跡（表 13)
対象となる竪穴住居祉はE期とE期ともに 1軒ずつであり、 2軒とも炉を伴う。火処が存
在していない場合や、擾乱によって確認できない住居祉がかなり多く見られる。
(11）藤塚B遺跡（表 14)
対象となる竪穴住居土止は皿期が 2軒、 N期が 1軒である。E期・ N期ともに炉の住居祉
のみで、地域 1では唯一N期の住居社から炉が検出されている。藤塚A遺跡と同様に、火
処が存在しないか確認できない住居祉が多い。
(12）辻堂遺跡（表 15)
対象となる竪穴住居祉はE期が 2軒、皿期が 4軒。 E期は焼土のみ確認されているもの
と炉が 1軒ずつで、 E期の住居祉はすべてC類カマドである。
(13）南街道遺跡（表 16)
対象となる竪穴住居祉はE期が 4軒、 E期が 3軒である。H期はすべて炉を持つ住居社
で、 E期には1軒だけC類カマドを持つ住居祉が現れる。
(14）堀向遺跡（表 17)
対象となる竪穴住居祉はすべてE期の4軒である。4軒とも炉を伴う住居祉である。
(15）東五十子遺跡（表 18)
対象となる竪穴住居祉は皿期の 2軒のみである。 C類と D類のカマドを伴う。火処が存
在しなし、か擾乱で確認できない住居祉が多い。
(16）上野A遺跡（表 19)
対象となる竪穴住居祉はE期が 1軒、 E期が 4軒である。 E期になると B類 ・C類 ・D
類のカマド、を伴った住居祉のみとなり、炉はE期の 1軒のみである。
(17）上野B遺跡（表20)
対象となる竪穴住居祉は皿期の 1軒のみであり、 D類カマドが検出されている。上野A
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遺跡と同一遺跡と考えられている。
(18）社具路遺跡（表21)
住居祉の大半が火処を伴っていないため、対象となった竪穴住居士止はE期の 1軒のみに
とどまった。カマドはC類である。
(19）川越田遺跡（表22)
I期からE期にかけての遺跡であり、対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒のみで、炉が
検出されている。
(20）今井原屋敷遺跡（表23)
対象となる竪穴住居祉は皿期の3軒で、すべてD類のカマドを伴っている。
(21）東本庄遺跡（表24)
対象となる竪穴住居祉はH期の 1軒のみと少ないものの、 D類のカマド、を伴っている。
(22）久下東遺跡（表25)
対象となる竪大住居祉はH期が 1軒、 E期が 5軒である。E期の住居社からはD類のカ
マドが検出されているが、 E期の住居祉からは炉を持つ住居祉が 2軒出ている。残り 3軒
についてはC類と D類のカマドが確認されている。
(23）南大通り線内遺跡（表26)
対象となる竪穴住居祉はE期と皿期で 1軒ずつである。E期は炉を、 E期はC類カマド
を｛半っている。
(24）二本松遺跡（表27)
すべてE期の住居祉で、対象となるのは 5軒である。焼土のみで形態が確認できないも
のもあるが、 A類・B類・ C類のカマドが確認されている。A類のカマドは 17号住居（図
22）に伴うものだが、二本松遺跡自体はE期のみの遺跡であるため前後関係は把握できない。
(25）七色塚遺跡（表28)
対象となる竪穴住居祉はE期が 2軒でE期が 1軒である。E期はすべて炉で、皿期にな
ると D類のカマドが出現する。
(26）狐塚遺跡（表29)
対象となる竪穴住居祉はE期の 4軒である。火処が存在しない住居祉も多いが、 火処が
確認できた4軒はすべて炉を伴っている。
(27）屋田遺跡（表30)
対象となる竪穴住居祉はE期とE期でそれぞれ 1軒ずつであり、どちらも炉を伴ってい
る。
(28）森下遺跡（表31)
対象となる竪穴住居祉は皿期の 1軒のみで、 D類のカマドを伴っている。
(29）城北遺跡（表32)
対象となる竪穴住居祉は皿期の8軒である。炉を持つ住居祉は 1軒のみで、D類が2軒、
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E類が5軒と地域1と比べると E類のカマドが多いのが特徴的である。
(30）戸森前遺跡、（表33)
対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒、 E期の3軒、 N期の 1軒である。すべて炉であり、
N期でも炉を使用している珍しい例である。
(31）皿沼西遺跡（表34)
対象となる竪穴住居祉はE期の 3軒である。炉が 1軒に、焼土のみで形態が不明なもの
とC類カマドが 1軒ずっとなっている。
(32）築道下遺跡（表35)
対象となる竪穴住居祉は皿期の2軒である。 D類カマド、を伴っている。
(33）鴻池遺跡（表36)
H期の住居祉 1軒のみが対象である。炉を伴っている。
(34）高畑遺跡（表37)
対象となる竪穴住居祉はE期の住居祉2軒である。 1軒は炉だがもう 1軒はD類カマド
を設置していて、地域1以外の同時期の遺跡にカマドが設置しである珍しい例である。
(35）荒川附遺跡（表38)
対象となる竪穴住居祉はE期の 3軒のみである。荒川附遺跡Eの同じようにすべて炉で
ある、
(36）荒川附遺跡I（表39)
対象となる竪穴住居祉はE期の住居祉 5軒である。荒川l附遺跡と同一遺跡であり、 E期
のみの住居祉ですべて炉が設置されている。
(37）宮西遺跡（表40)
対象となる竪穴住居祉はE期が 3軒、 E期が8軒である。E期にすでにC類カマドが出
現していて、 E期の時点ですでにカマド導入が始まっている。E期になると炉は姿を消し、
A類～D類までの4種類のカマドが設置されている。A類カマドが設置されているのは210
号住居（図23）であり、 E期のC類カマドより後にA類カマドが確認されている。
(38）六反田遺跡（表41)
対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒のみである。火処が存在しない住居祉が多く、 1軒の
みが対象となった。炉が設置されている。
(39）女堀遺跡（表42)
対象となる竪穴住居祉はH期の4軒のみである。4軒はすべて炉が設置されている。
(40）上組E遺跡（表43)
対象となる竪穴住居祉はH期が 12軒、皿期が5軒である。E期・皿期ともに炉を利用し
ていて、カマドは一切見られない。
(41）御伊勢原遺跡（表44)
対象となる竪穴住居祉はE期が 15軒、 E期が 39軒である。 E期からE期にかけての大
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集落であるが、カマドの導入が一般化する皿期になってもすべての住居祉が炉を伴ってい
てカマドは一切見られないことが特徴的である。
(42）古宮遺跡（表45)
対象となる竪穴住居士止はE期の 1軒のみで、 D類カマドを伴っている。
(43）下田町遺跡（表46)
E期からN期にかけての遺跡であり、対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒のみである。
すでにE期の時点で炉は姿を消している。
(44）北島遺跡（表47)
N期以降に隆盛を誇る大集落で、対象となる竪穴住居士止は皿期の 1軒のみである。炉を
伴っていて、この24号住居以降はすべてカマドが設置されている。
(45）銭塚遺跡（表48)
対象となる竪穴住居祉は皿期の 1軒のみである。 E期からN期にかけての遺跡で、皿期
にC類カマドが設置されていて炉は見られない。
(46）反町遺跡（表49)
対象となる竪穴住居祉はE期が 2軒、 E期が 2軒である。 E期も皿期も炉とカマドが併
存している。カマドの形態はE期のものもE期のものも同じく D類である。
(47）城敷遺跡（表50)
対象となる竪穴住居祉はH期が 6軒、皿期が 8軒である。 E期はすべて炉で、 E期にな
ると炉とカマドが併存する。カマドの形態はC類・ D類 ・E類と様々である。
(48）日向遺跡（表51)
対象となる竪穴住居祉はE期が 2軒、皿期が 1軒。 E期の住居士止からは炉が、 E期の住
居祉からはC類カマドが検出されている。
(49）中野田島ノ前遺跡（表52)
(50）西堀上ノ宮遺跡（表53)
対象となる竪穴住居祉はそれぞれE期に 1軒ずつである。
(51)B-22号遺跡（表54)
対象となる竪穴住居祉はH期の2軒で、両方とも炉である。
(52）札ノ辻遺跡（表55)
(53）小井戸遺跡（表56)
(54）中野田堀ノ内遺跡（表57)
それぞれ対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒ずつであり、すべて炉である。
(55）中道遺跡（表58)
対象となる竪穴住居祉は皿期の 1軒のみ、 E類のカマドを伴っている。
(56）城山遺跡（表59)
対象となる竪穴住居祉はE期に 1軒、皿期に 6軒である。E期は炉で、 E期に入ると炉
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とカマドの併存になる。カマドはC類・D類・E類と様々である。
(57）吹上遺跡（表60)
対象となる竪穴住居祉はE期に2軒、皿期に 1軒で、すべて炉を伴っている。
(58）上之郷遺跡（表61)
対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒のみで、炉を伴っている。
(59）中三谷遺跡（表62)
対象となる竪穴住居祉はE期に 2軒、皿期に 5軒である。E期にはすべて炉であるが、
E期に入って 1軒だけE類カマドを伴う住居士止が存在する。
(60二ッ塚古墳群（表63)
対象となる竪穴住居祉はE期の3軒で、火処はすべて炉である。
(61）殿内遺跡（表64)
対象となる竪穴住居祉はE期の7軒で、火処はすべて炉である。
(62）尾井戸遺跡（表65)
対象となる竪穴住居祉はE期の2軒で、火処はすべて炉である。
(63）石揚遺跡（表66)
対象となる竪穴住居祉はE期の2軒、皿期の 9軒、 N期の 1軒である。火処はすべて炉
で、 W期に炉が残っている事例である。
(64）布佐・余間戸遺跡（表67)
対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒、皿期の 6軒である。H期は炉だが、皿期になると
炉とカマドの混合になる。カマドはC類と D類が存在する。
(65）小室遺跡（表68)
対象となる竪穴住居祉はE期の3軒、 E期の4軒で、火処はすべて炉である。
(66）油免遺跡（表69)
対象となる竪穴住居祉はE期の3軒で、火処はすべて炉である。
(67）長田土上台遺跡（表70)
対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒で、火処はすべて炉である。
(68）長田和田遺跡（表 71)
対象となる竪穴住居祉はE期の6軒で、火処はすべて炉である。
(69）公津原遺跡（表72)
対象となる竪穴住居祉はH期の 1軒のみで、火処は炉である。
(70）宮内井戸作遺跡（表 73)
対象となる竪穴住居士止はE期の 10軒、 E期の2軒で、 火処はすべて炉である。
(71）城次郎丸遺跡（表74)
対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒のみで、火処は炉である。
(72）池向遺跡（表75)
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対象となる竪穴住居土止はE期の 7軒で、炉とカマドが混在している。カマドはC類と D
類が認められる。
(73）岩富漆谷津遺跡（表76)
対象となる竪穴住居祉は皿期の 6軒とN期の 1軒である。火処はすべて炉で、 W期にな
っても炉を使用している事例の一つで、ある。
(74）江原台遺跡（表77)
対象となる竪穴住居祉はH期と皿期それぞれ 1軒ずつである。 E期の住居祉の火処は炉
で、皿期の住居祉の火処は形態が不明ながらもカマドである。
(75）小屋ノ内遺跡（表78)
対象となる竪穴住居祉はE期が5軒、皿期が2軒であり、火処はすべて炉である。
(76）権現堂遺跡（表79)
対象となる竪穴住居祉はE期の3軒で、火処はすべて炉である。
(77）中山遺跡（表80)
対象となる竪穴住居祉はH期の4軒で、火処はすべて炉である。
(78）北海道遺跡（表81)
対象となる竪穴住居祉は皿期の 10軒とN期の 1軒で、火処はすべて炉である。 N期にな
っても炉を使用している事例の一つで、ある。
(79）権現後遺跡（表82)
対象となる竪穴住居祉はE期の3軒とE期の 1軒で、火処はすべて炉である。
(80）道地遺跡（表83)
対象となる竪穴住居祉はE期の2軒で、火処はすべて炉である。
(81）川崎山遺跡（表84)
対象となる竪穴住居祉はE期の 10軒で、火処はすべて炉である。
(82）外原遺跡（表85)
対象となる竪穴住居祉はH期の 1軒、皿期の 5軒である。E期の住居祉の火処は炉で、
匝期になると炉とカマドが混在する。カマドはB類が検出されている。
(83）城ノ台遺跡（表86)
対象となる竪穴住居祉はH期の 1軒、国期の 5軒、 N期の 1軒である。 H期の住居祉の
火処は炉で、皿期になると C類カマドが出現するが、 N期でも炉を使用している住居祉が
存在している。
(84）中野台遺跡（表87)
対象となる竪穴住居祉は皿期の 1軒のみであり、火処はC類カマドである。
(85）地蔵山遺跡（表88)
対象となる竪穴住居祉はE期の 6軒とN期の 3軒である。E期の火処は炉とカマドが混
在していて、 A類・C類のカマドが認められる。また、 W期になってもカマドを使用してい
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る。 A類カマドは81009から検出された（図24）。
(86）鷲谷津遺跡（表89)
対象となる竪穴住居祉はE期の2軒で、火処はすべて炉である。
(87）鎌取場台遺跡（表90)
対象となる竪穴住居祉はE期の 2軒とN期の 3軒で、火処はすべて炉である。複数のN
期の住居祉から炉が検出されている。
(88）高品城遺跡（表91)
対象となる竪穴住居祉はE期と皿期で 1軒ずつであり、火処はすべて炉である。
(89）根崎遺跡（表92)
対象となる竪穴住居祉はE期の4軒で、火処はすべて炉である。
(90）鎌取遺跡（表93)
対象となる竪穴住居祉はE期の 11軒と皿期の 1軒で、火処はすべて炉である。
(91）榎作遺跡（表94)
対象となる竪穴住居祉はE期が 1軒で皿期が6軒である。E期の住居祉の火処は炉だが、
皿期に入るとすべてC類カマドに変化している。
(92）西屋敷遺跡（表95)
対象となる竪穴住居祉はE期の 2軒とN期の 1軒である。E期は炉とカマドが混在して
いて、 C類カマドが確認できる。N期でも炉を使用している住居祉がある。
(93）南二重堀遺跡（表96)
対象となる竪穴住居祉は皿期の3軒で、火処はすべて炉である。
(94）叶台遺跡（表97)
対象となる竪穴住居祉はE期の 4軒と皿期の 2軒である。形態は不明ながらE期からカ
マドが確認されていて、皿期に入ると C類のカマドになる。
(95）中潤ヶ広遺跡（表98)
対象となる竪穴住居祉はE期の2軒で、火処はすべて炉である。
(96）ナキノ台遺跡（表99)
対象となる竪穴住居祉はE期の 5軒で、火処はすべてカマドである。C類のカマ ドが主
ななかで、 077号住居からはA類カマドが確認されている（図25）。
(97）畑木小谷遺跡（表 100)
対象となる竪穴住居祉はE期の2軒で、火処はすべて炉である。
(98）加茂遺跡（表 101)
対象となる竪穴住居祉はE期の4軒で、火処はすべて炉である。
(99）草刈遺跡（表 102)
対象となる竪穴住居祉はE期の44軒、皿期の86軒である。非常に住居祉の数が多いが、
E期の住居士止からは炉のみが見つかっている。皿期では炉とカマドが混在していて、 A類・
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C類・D類・ E類と様々な種類の形態のカマドが見つかっている。A類カマドは1133住居
から確認されている（図 26）。
(100）御林跡遺跡（表 103)
対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒と皿期の 14軒である。H期では炉で皿期に入って炉
とカマドが混在する。カマドはC類と D類が確認できる。
(101）尾畑台遺跡（表 104)
対象となる竪穴住居祉は皿期の 1軒のみで、火処は炉である。
(102）三ッ田台遺跡（表 105)
対象となる竪穴住居祉はE期の 3軒、 E期の 1軒、 IV期の 1軒で、火処はすべて炉であ
る。 IV期になっても炉が使用されている。
(103）二又堀遺跡（表 106)
対象となる竪穴住居祉はH期の 8軒、皿期の 3軒である。E期はすべて炉をもっ住居祉
だが、皿期に入ると炉とカマドが混在している。カマドはD類と E類である。
(104）内屋敷遺跡（表 107)
対象となる竪穴住居祉はE期の 2軒、 E期の 2軒である。 E期では炉を使用している住
居祉のみだが、田期では炉とカマドが混在している。カマドはD類が確認されている。
(105）中越遺跡（表 108)
対象となる竪穴住居祉はE期の2軒、皿期の2軒で、火処はすべて炉である。
(106）二重山遺跡（表 109)
対象となる竪穴住居祉はE期の5軒、皿期の 1軒で、火処はすべて炉である。
(107）大門口遺跡（表 110)
対象となる竪穴住居祉はE期の4軒、 E期の 1軒で、火処はすべて炉である。
(108）新開2遺跡（表 111)
対象となる竪穴住居祉はE期の2軒で、火処はすべて炉である。
(109）大山台遺跡（表 112)
対象となる竪穴住居祉はE期の6軒、 E期の 11軒で、火処はすべて炉である。
(110）マミヤク遺跡（表 113)
対象となる竪穴住居祉はE期の 12軒、 IV期の6軒で、火処はすべて炉である。 IV期にな
っても多くの住居杜で炉が使用されている特徴的な遺跡である。
(111）東谷遺跡（表 114)
対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒、 E期の 12軒、町期の 1軒である。E期では炉が、
E期lこ入って炉とカマドが混在する。 W期になっても炉が使用する住居祉が存在する。カマ
ドは形態が不明なものもあるが、 C類と E類が確認されている。
(112）鹿島塚A遺跡（表 115)
対象となる竪穴住居祉はE期の2軒で、火処はすべて炉である。
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(113）大畑台遺跡（表 116)
対象となる竪穴住居祉はE期の 24軒、皿期の8軒である。 E期の住居祉の火処はすべて
炉であるが、皿期になると炉とカマドが混在する。カマドの形態はC類と D類がある。
(114）鹿島台遺跡（表 117)
対象となる竪穴住居祉はH期の2軒とE期の 16軒で、火処はすべて炉である。
(115）大鯉遺跡（表 118)
対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒のみで、火処は炉である。
(116）仲ノ台遺跡（表 119)
対象となる竪穴住居祉はH期の4軒、 E期の 1軒で、火処はすべて炉である。
(117）多古台遺跡群（表 120)
対象となる竪穴住居祉はE期の4軒、皿期の 1軒で、火処はすべて炉である。
(118）稲場遺跡（表 121)
対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒のみで、火処は炉である。
(119鷺山入遺跡（表 122)
対象となる竪穴住居祉はE期の2軒、皿期の6軒で、火処はすべて炉である。
(120）長倉鍛冶屋台遺跡（表 123)
対象となる竪穴住居祉は皿期の 4軒、 N期の 4軒で、火処はすべて炉である。 W期の住
居祉の多くが炉を設置している。
(121）道庭遺跡（表 124)
対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒、皿期の2軒で、火処はすべて炉である。
(122）小六谷台遺跡（表 125)
対象となる竪穴住居祉はE期の 1軒、 E期の2軒で、火処はすべて炉である。
(123）市谷野台入台遺跡（表 126)
対象となる竪穴住居祉はH期の21軒、 E期の2軒である。 SI029はA類のカマドではな
いかと考えられているが、他の住居祉の火処はすべて炉である。
(124）山田出口遺跡（表 127)
対象となる竪穴住居祉はE期の2軒のみであり、火処はすべて炉である。
3-1・3.時期別の火処の様相
炉からカマドへの変遷過程をE期～N期にわけで図示する。分類方法は、集成対象となっ
た遺構のみを対象としたうえで、炉のみが確認される遺跡・炉とカマドの両方が見られる遺
跡・カマドのみ確認される遺跡の3つに分類するO
<II期＞（図27・28)
E期の火処の様相について特筆すべきことは、既にカマドの導入が始まっている地域と
全くカマドが現れない地域があるということだろう。特に地域 1でのカマドの多さは目を
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引くものである。 H期の地域 1～15を見ると、遺跡が集中していてカマドも多く確認され
ている地域は地域 1のみであると言える。他に遺跡が集中している地域は地域6や地域7、
地域 11、地域 13、地域 15が挙げられるが、いずれも炉のみの使用となっている。また、
埼玉県の範囲内だと上記の 1・6・7の各地域に遺跡が集中しているほかは遺跡自体があま
り見られないのに対し、千葉県の範囲内だと東京湾沿岸を中心に均一に遺跡が分布してい
るようである。
<III期＞（図29・30)
H期と比べてカマドを導入する地域が格段に増えている。埼玉県の範囲内では地域 6を
除くほぼ全域でカマドの導入が始まっているが、遺跡ごとの住居祉の数は少数にとどまっ
ている。一方で、地域6では多くの住居祉が見つかっているものの、すべて炉を設置してい
る住居祉であるという特徴がある。千葉県の範囲内だと地域13にカマドが多く導入されて
いて、その周辺の地域 12や地域 14にもカマドの導入が始まっていることが伺える。東京
湾沿岸の遺跡に多くカマドが導入されている一方で、千葉県東部の地域11では炉が主流の
ままである。
<N期＞（図 31・32)
埼玉県の範囲内では地域 1に 1遺跡のみ炉が設置された住居祉が確認されているほかは
すべてカマドを使用しているため、事実上N期にはカマドが普及・定着したと考えていいだ
ろう。千葉県の範囲内では依然として炉を使用する遺跡が多い。特に皿期でカマド導入が見
られた地域 13や 14では炉とカマドが共に確認されている。また、千葉県東部においては
N期になってようやくカマドの導入が始まっている。
3・2.畿内由来の土器の分布について（表 128)
ここで言う畿内由来の土器とは、叩き目を持つ土器や平底の土器、把手を持った大形甑の
ように畿内からの影響を受けて作られたと考えられるものを指す。ここでは、それぞれの土
器が出土した住居祉とその土器について個別の事例を挙げてし、く。
(1）後張遺跡200号住居（図 33)
後張遺跡200号住居はE期に分類される住居祉で火処は炉である。土器の総点数は11点。
畿内由来の土器と考えられるのは平底鉢で、胎土は白色粒・角閃石・赤色粒と在地のものと
同じである。
(2）夏目遺跡26号住居（図34)
夏目遺跡 26号住居はI期に分類される住居祉で、火処は調査範囲外と考えられるため不
明である。平底鉢の胎土は白色粒・角閃石・赤色粒と在地のものと同じである。
(3）夏目遺跡27号住居（図35)
夏目遺跡27号住居はI期に分類される住居祉で、火処は調査範囲外と考えられるため不
明である。韓式土器系譜の平底鉢で、胎土は白色粒・角閃石 ・赤色粒と在地のものと同じで
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ある。
(4）夏目西遺跡 14号住居（図 36)
夏目西遺跡 14号住居は皿期に分類される住居祉で、火処はカマドである。布留式系の塞
が4点出ていて、胎土は白色粒・雲母・赤色粒など在地で使われるものと同じである。
(5）夏目西遺跡15号住居（図 37)
夏目西遺跡 15号住居はE期に分類される住居士止で、火処はカマドである。角状の把手を
もっ大形甑の胎土は白色粒・雲母・赤色粒・黒色粒である。
(6）川越田遺跡24号住居（図 38)
川越田遺跡24号住居はI期に分類される住居士止で、火処は不明である。叩き目を持つ奮
が3点出土していて、畿内第V様式によく似た土器である。胎土は白色粒・雲母 ・赤色粒・
黒色粒で、在地のものと特に差は見られない。
(7）川越田遺跡25号住居（図 39)
川越田遺跡25号住居はI期に分類される住居士止で、火処は不明である。叩き目を持つ護
が1点出土していて、 24号住居のものと同様に畿内第V様式によく似た嚢である。胎土は
白色粒・雲母・赤色粒で、在地のものと特に差は見られない。
(8）今井原屋敷遺跡 17号住居（図40)
今井原屋敷遺跡 17号遺跡はE期の住居祉で、火処はカマドである。出土したのは鍔付鉢
で、口縁部と体部の境目に鍔が貼り付けられている鉢である。胎土は雲母やチャートといっ
た在地のものと同じである。
(9）宮西遺跡64号住居（図41)
宮西遺跡64号住居はE期の住居祉で、火処は見つかっていない。出土したのは平底の鉢
で、胎土は赤色粒・角閃石 ・白色粒など他の土器と同じである。
(10）下田町遺跡272号住居（図42)
下田町遺跡 272号住居はN期の住居士止で、火処はわかっていない。出土したのは角状の
把手をもっ大形甑で、胎土は赤色粒・角閃石・石英など他の土器と同じものである。
(11）下田町遺跡281号住居（図43)
下田町遺跡 281号住居はN期の住居祉で、火処はわかっていない。出土したのは角状の
把手付甑で、胎土は雲母と黒色粒である。
(12）銭塚遺跡42号住居（図44)
銭塚遺跡42号住居は皿期の住居士止で、火処はカマドである。出土したのは角状の把手付
甑で、胎土に緑泥片岩を含んでいて埼玉県西部の槻川流域の土と考えられる。
(13）銭塚遺跡46号住居（図45)
銭塚遺跡46号住居はN期の住居社で、火処はカマドである。出土したのは角状の把手付
甑2点で、胎土は白針を含む在地の土と川越付近の土で作られたと考えられる。
(14）城敷遺跡20号住居（図46)
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城敷遺跡20号住居は皿期の住居士止で、火処はカマドである。出土したのは角状の把手付
甑で、胎土は角閃籍・石英・赤色粒など他の土器と変わらない組成である。
(15）城敷遺跡37号住居（図47)
城敷遺跡37号住居はE期の住居牡で、火処はカマドである。出土したのは角状の把手付
甑で、胎土は白針を含むため在地の土と考えられる。
(16）城敷遺跡84号住居（図48)
城敷遺跡84号住居は皿期の住居祉で、火処はカマドである。出土したのは角状の把手付
甑で、胎士は石英・赤色粒など他の土器と変わりはない。
(17）城敷遺跡91号住居（図 49)
城敷遺跡91号住居は皿期の住居祉で、火処はカマドである。出土したのは角状の把手付
甑2点で、胎土は石英・赤色粒など他の土器と変わりはない。
(18）小室遺跡C110住居（図50)
小室遺跡C110住居はN期の住居祉で、火処はカマドである。出土したのは角状の把手を
もっ甑で、胎土は在地の土器と同ーのものである。
(19）御林跡遺跡、 17号遺構（図 51)
御林跡、遺跡、 17号遺構はN期の住居祉で、火処はカマドである。出土したのは角状の把手
付甑で、左右に大きさと高さが違う把手をもっている。
(20）御林跡遺跡205号遺構（図 52)
御林跡遺跡 205号遺構はE期の住居士止で、火処は炉である。出土したのは棒状の把手を
もっ大形甑で、今回の分析対象の中でこの遺跡のみに出土している珍しい形態である。
(21）御林跡遺跡、348号遺構（図 53)
御林跡遺跡 348号遺構は皿期の住居士止で、火処はカマドである。出土したのは棒状の把
手のみが残存していた大形甑で、 205号遺構と共に珍しい形態の甑である。
(22）東谷遺跡S1147（図 54)
東谷遺跡 Sl147はN期の住居祉で、火処はカマドである。出土したのは角状の把手付甑
で、赤褐色粒を含んだ胎土は他の土器のものと同一である。
第4章．結果と考察
4-1.炉とカマドについて
4・1・1.I期からIV期にかけての火処の変遷
前章ではE期からIV期までの時期ごとに炉のみ ・炉とカマド ・カマドのみという 3分類
に分けて遺構の分布を図示した。その結果としては、やはり同じ土器型式においても地域に
よってカマドの導入時期に差があることが見てとれることがわかる。
埼玉県ではE期に早くからカマドが普及し始める地域 1に対し他の地域はほぼ炉のまま
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であるが、地域 3や地域 5の遺跡にも少数ながらカマドが導入されはじめている。千葉県
においては 1遺跡のみカマドの可能性がある遺構が確認されただけで、ほかの遺跡では炉
が主流であると読み取れる。皿期には埼玉県の大半の遺跡からカマドの導入が認められる
一方で、住居祉の数が非常に多いため、カマドを設置した住居祉が発掘されていないために
見つからないケースであるとは考えられない地域 6の御伊勢原遺跡のように、 一貫して炉
のみを設置する遺構が多い場合もある。千葉県においては東京湾沿岸の遺跡にカマドが普
及し始め、東部では未だ炉を使用している状態が読み取れる。N期になると埼玉県ではほぼ
火処がカマドに統一されるのに対し、千葉県では東京湾沿岸や千葉県東部に依然として炉
を使用する遺構が残っている。N期といういわゆる古墳時代後期の須恵器模倣杯が出現す
る時期は、カマドが普及しているというのが従来の通説であるため千葉県におけるカマド
の導入・普及の速度は埼玉県に比べて一段階遅いと言えるだろう。
4-1-2.A類カマドについて
本論でA類と分類した馬蹄形のカマドは、初現期カマドとも呼ばれる。煙道を伴うカマ
ドの前段階のものとも、カマド導入期に模倣された遺構とも考えられているものである。こ
の初現期カマドの評価については、炉から発展しカマドへと進化したものという説や、畿内
から伝播したカマドを模倣したという説、煙道がなく排気が出来ないという欠点はあるも
のの一つのカマドとして完成されたものであるという説があるなど、多くの解釈が存在す
る。
分析の過程で今回の対象遺跡から見つかったA類カマドは9件と非常に少なく、分布も
偏りを見せている（図 55・56）。時期別にみると、地域 1はE期からすでにA類カマドが確
認されていて、地域 13ではE期のみである。これらを時期別の遺跡分布と火処の様相（図
27～32）と見比べてみると、地域全体でカマドの導入が行われる際にA類カマドが出現して
いるように考えられる。つまり、地域 1ではE期からカマドが多く確認されるが、 A類カマ
ドも同時に地域 1の夏目遺跡や夏目西遺跡、で確認されていて、地域 13ではE期には炉が主
流だったのが、 A類カマドが出現するE期になるとナキノ台遺跡や草刈遺跡を中心とした
地域にカマドが普及し始めるのである。この結果を見ると、 A類カマドはある地域にカマド
が導入され始める時期に出現しているようだ。
4-2.畿内由来の土器の出土傾向について
前章の分析より、平底の土器や把手を持つ大形甑の出土傾向と分布が判明した（図 57・58）。
出土した土器の点数は、埼玉県で26点、千葉県で5点となった。地域別に傾向を見てみる
と、最も集中して出土している地域 1からは I期の段階で畿内第V様式に近い警や平底の
土器が出土している。特に夏目西遺跡 14号住居から出土した布留式系の墾は床面直上で出
ていて、皿期の住居祉に伴うものとして特徴的である。地域 5はE期の住居祉から出土し
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ている。この地域はE期の段階でカマドが導入され始め、皿期になるとカマドが多く確認さ
れる地域である。一方で、遺跡、数や住居祉数が多い地域6や地域7からは全く見つかって
いないことは興味深い。
千葉県側は地域9と地域 15でN期の住居祉に伴う把手付甑が見られたほか、地域 13の
御林跡遺跡では皿期の住居祉から棒状の把手を持った甑が見つかっている。カマドの導入
時期と比べると、皿期になってカマドの導入が著しく進んだ地域 13との関連性が考えられ
るが、同じくカマドの導入が進んだ地域 15ではN期にならないと把手付甑が出土しないと
いう違いがある。また、御林跡遺跡から出土した棒状の把手を持つ甑について坂野和信氏の
論文によると、角状の把手付甑と棒状の把手付甑はそれぞれ朝鮮半島の馬韓地域と伽耶地
域に出自を持つ土器らしく、東京湾沿岸の御林跡遺跡でのみ確認されたのは何らかの交流
／レートの存在を示唆しているのだろうか。
4・3.考察
以上までの結果をまとめてみると、畿内由来の土器の他にA類カマドもカマド導入時期
の差に関わっているようである。埼玉県では畿内第V様式の土器が I期から出土し、A類カ
マドがH期から確認される地域 1ではE期から多くの遺跡がカマドを導入し始め、皿期で
はほぼ普及が完了している。一方で、畿内由来の土器もA類カマドも出現しない地域6や
地域 7は、皿期になってもカマドの導入が始まっていない。同じように千葉県ではE期ま
では畿内由来の土器やA類カマドがほとんど見られないためほぼすべての遺跡が炉を使用
し、両者が出そろうE期になってようやく地域 13でカマドの導入が始まっている。畿内由
来の土器も A類カマドも確認できない地域 11など千葉県東部ではE期になっても一切カ
マドは導入されていない。一方で、カマド導入が始まる皿期になっても畿内由来の土器もA
類カマドも見つからない地域15という例もある。
これらの結果から、ひとまずは「畿内由来の土器と A類カマドのどちらかもしくは両方
が見つかった地域ではカマドの導入が他地域よりも早く行われるJという結論が導き出せ
る。これらの土器や遺構の出自であるが、畿内由来の土器の胎土はすべて在地の土器の胎土
と同一であったため、土器自体が移動したというよりはその土器を使用する人が移動した
と考えるのが自然である。人や物が移動し、遠くの地方の遺物や遺構がもたらされて在地の
土器や遺構に溶け込むことを交流と呼ぶならば、上記の結論は「集落単位で畿内地域の人々
との交流を行った結果として、カマドという技術を早くに獲得した」と言い換えることが出
来るのではないだろうか。
ただし、この説を唱えるには課題が多くある。畿内由来の土器として今回平底の土器と把
手付甑、叩き目のある土器に限って扱ったが、皿期の坪の中にある椀杯 C（口縁部がくの宇
に屈曲するもの）は布留式と関連があるとされている。この椀杯Cの出土傾向と今回の成果
を重ねてみると、また違った結論が出るかもしれない。また、畿内との交流を題目にあげる
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ためには、 5世紀より前の時期の非在地系土器の分布を確認して各時代の交流ルートを確認
する必要があるだろう。また、今回の対象範囲は埼玉県と千葉県という限られた範囲である
ため、地域 1（埼玉県北西部）と接する群馬県での様相や、千葉県と同じく東京湾に面してい
る東京都・神奈川県での様相は未知数である。こちらも合わせて検討すべき課題であると言
えるだろう。
おわりに
この論文は、カマドの出現時期に差があるのはなぜだろう、という疑問から始まった。カ
マドが畿内から来たのならば、同じく畿内からきた土器の分布と変遷を調べればカマドと
いう技術をもった人の移動が時期差の原因であると言えるのではないかという漠然とした
発送から始まった検討は、分析の途中でA類カマドという新たな検討課題も加えた結果、
「畿内由来の土器と A類カマドのどちらかもしくは両方が見つかった地域ではカマドの導
入が他地域よりも早く行われる傾向にある。人や物が移動し、遠くの地方の遺物や遺構がも
たらされて在地の土器や遺構に溶け込むことを交流と呼ぶならば、畿内との交流の結果と
してカマドとしづ技術を早くに獲得した」としづ結論に達した。
以上のような結果を得られたが、考察で挙げた通りまだまだ検討の余地は多くあるため、
さらなる検証を行っていく必要があるだろう。また、今回提示した土器やカマドの資料は、
膨大な竪穴住居祉の資料のうちのごく一部に過ぎない。そのため各地域での実態を反映で
きたかどうかは心許ない点がある。しかし、ある程度の様相は示すことが出来たと考えてい
る。今後は課題も含め、東京湾沿岸や群馬県など周辺地域での様相も踏まえて検証を続けて
いきたい。
本修士論文は，筆者が首都大学東京大学院人文科学研究科文化基礎論専攻博士前期課程
において行った研究をまとめたものです。
最後になりましたが、本論文をまとめるにあたり、終始暖かい激励とご指導、ご鞭撞を頂
いた本学山田昌久教授に心より感謝致します。時に応じて、厳しくご指導いただいたこと、
またやさしく励ましてくださったことを通して、私自身の至らなさを実感したことは今後
研究を続けていくことに対して大きな糧となりました。また、本研究を遂行するにあたり有
益なコメントと適切なアドバイスを与えて頂いた本学出穂雅美准教授、鈴木伸弥氏にも多
大な思恵を受けましたことをここにお礼申し上げます。
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1.太田博之2008『雌濠遺跡』本庄市教育委員会
2.立石盛詞 1982『後張I』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
3.立石盛詞 1983『後張E』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
4.恋河内昭彦2005『後張遺跡E』児玉町遺跡調査会
5.松本完 2004『九反田（II次調査）・観音塚（I次調査）』本圧市教育委員会
6.大谷徹2007『夏目／夏目西／弥藤次』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
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14.太田博之2002『東五十子・川｜原町』 東五十子遺跡調査会
15.中沢良一他2000『上野遺跡(A.B地点）』美里町教育委員会
16.長谷川勇 1987『社具路遺跡発掘調査報告書』本庄市教育委員会
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埋蔵文化財調査事業団長谷川勇他『川越田遺跡』
18.恋河内昭彦 1993fJI越田遺跡E』児玉町遺跡調査会
19.太田博之2006『今井原屋敷遺跡第4地点』本庄市教育委員会
20.松本完2004『東本庄』本庄市教育委員会
21.恋河内昭彦 2010 『北堀久下塚北遺跡E・久下東遺跡N ・久下前遺跡E』本庄市教育委
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22.恋河内昭彦2012『久下前遺跡W ・久下東遺跡V』本庄市教育委員会
23.増田一裕 1987『南通り線内遺跡発掘調査報告書 I』本圧市教育委員会
24.長谷川勇 1987『二本松遺跡発掘調査報告書』本庄市教育委員会
25恋河内昭彦 2008『七色塚遺跡E・北堀新田前遺跡』本庄市教育委員会
26.福田聖他 1993『狐塚遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
27.今井宏他 1984『屋田・寺ノ谷』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
28.剣持和夫 1995『森下・ 戸森松原・ 起会』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団
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29.山川守男 1995『城北遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
30.中村倉司 1999『阿部条里／戸森前』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
31.木戸春夫2012『皿沼西／戸森前』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
32.吉田稔 1997『築道下遺跡I』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
33.栗原文蔵他 1979『鴻池・武良内・高畑』埼玉県教育委員会
34.木戸春夫 1992『荒川附遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
35.富田和夫2007『荒川附遺跡H』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
36.木戸春夫他2003『宮西遺跡I』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
37.木戸春夫2005『宮西遺跡E』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
38.梅田太久男他 1981『六反田』六反田遺跡調査会
39.立石盛詞 1987『女堀H・東女堀原』埼玉埋文
40.早川智明他 1989『上組H』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
41.立石盛調 1989『御伊勢原』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
42.鈴木孝之2004『古宮／中条条里／上河原』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
43.赤熊浩一他2006『下田町遺跡E』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
44.浅野晴樹 1989『北島遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
45.富田和夫他2010『銭塚I／城敷I』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
46福田聖他2009『反町遺跡I』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
47.福田聖2012『反町遺跡E』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
48.山本靖2011『城敷遺跡E』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
49.山田尚友2001『日向遺跡』さいたま市遺跡調査会
50.山田尚友他2008『中野田島ノ前遺跡（第二次）』さいたま市遺跡調査会
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委員会
52.柳田博之他2012『土呂陣屋跡 B-22号遺跡』さいたま市遺跡調査会
53.宮昌之 1986『札之辻・小井戸』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
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ノ内遺跡（第1次）』さいたま市遺跡調査会
55.佐々木保俊 1997『志木市遺跡群四』志木市教育委員会
56.尾形則敏2008『城山遺跡第58・60地点』志木市遺跡委員会
57.鈴木一郎他2003『吹上遺跡（第3次）』和光市教育委員会
58.鈴木一郎他2004『峯遺跡（第2次）・上之郷（第 1次）・ 峯前遺跡（第 2次）・松山遺跡（第 1
次）・花ノ木遺跡（第5次）・午王山遺跡（第7次）』和光市教育委員会
59.富田和夫他 1989『中三谷遺跡』埼玉県埋蔵文化財調査事業団
60.下津谷達男 1985『二ッ塚古墳群』野田市遺跡調査会
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61.古宮隆信 1981『殿内遺跡調査報告書』殿内遺跡調査団
62.松本茂他 1980『尾井戸遺跡』尾井戸遺跡調査団
63.太田文雄1994『石揚遺跡』千葉県文化財センター
64.高野博光 1981『布佐・余間戸遺跡』我孫子市布佐・余間戸遺跡調査会
65.椙山林継 1973『千葉ニュータウン埋蔵文化財調査報告書I』千葉県都市公社
66.阿部有花2004『油免遺跡（第2地点）』印膳郡市文化財センター
67.喜多圭介 1990『野毛平木戸下遺跡他』印播郡市文化財センタ－
68.喜多圭介 1989『長田和田遺跡』印膳郡市文化財センター
69.白石竹雄 1981『公津原E』千葉県文化財センター
70.竹内順一他 2008『宮内井戸作遺跡』印嬬郡市文化財センター
71.小倉和重 1997『城次郎丸遺跡（第3次調査）』印膳郡市文化財センター
72.山口典子他 1995『佐倉市池向遺跡』千葉県文化財センター
73.山口典子他 1983『岩富漆谷津太田宿』 1983佐倉市教育委員会
74.高田博 1980『佐倉市江原台遺跡発掘調査報告書H』千葉県文化財センター
75.糸川道行2006『四街道市小屋ノ内遺跡（2）』千葉県教育振興財団
76.高橋誠2004『権現堂遺跡』印播郡市文化財センター
77.渋谷興平 1987『四街道市四街道南土地区画整理事業地内発掘調査報告書』印播郡市文化
財センター
78.阪田正一 1985『八千代市北海道遺跡』千葉県文化財センター
79.阪田正一 1984『八千代市権現後遺跡』千葉県文化財センター
80.田中裕2004『船橋印西線埋蔵文化財調査報告書2』千葉県文化財センタ－
81.秋山利光 1999『川崎山遺跡』八千代市川崎山遺跡調査会
82.常松成人2003『川崎山遺跡d地点』八千代市遺跡調査会
83.八幡一郎他 1972『外原』船橋市教育委員会
84.関口達彦2006『千葉東南部ニュータウン34』千葉県教育振興財団
85.白井久美子2006『千葉市中野台遺跡・荒久遺跡（引』千葉県教育振興財団
86.渡辺修一 1992『千葉市地蔵山遺跡（1）』千葉県文化財センター
87.渡辺修一 1993『千葉市地蔵山遺跡（2）』千葉県文化財センタ－
88.白井久美子2002『千葉市鷲谷津遺跡』千葉県文化財センター
89.高橋博文 1999『千葉南部ニュータウン22J]千葉県文化財センター
90.田中英世2007『千葉市鎌取場台遺跡』千葉市教育振興財団
91.築瀬祐一 1997『千葉市高品城跡I』千葉市文化財調査協会
92湖口惇－ 1997『千葉市原町遺跡群発掘調査報告書皿』千葉市文化財調査協会
93.上守秀明他 1993『千葉東南部ニュータウン 18』千葉県文化財センター
94.小林清隆1992『千葉市榎作遺跡』千葉県文化財センター
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95.矢戸三男他 1978『千葉市西屋敷遺跡』千葉県文化財センター
96.古内茂他 1983『千葉東南部ニュータウン 12』千葉県文化財センタ－
97.大村直 1992『叶台遺跡』市原市文化財センター
98.鶴岡健他2006『潤井戸築埋蔵文化財調査報告書』千葉県教育振興財団
99.小林清隆2011『千原台ニュータウン28』千葉県教育振興財団
100.浅利幸一他2000『市原市畑木小谷遺跡・椎津茶ノ木遺跡（第2次）』市原市教育委員会
101.浅利幸一2005『市原市加茂遺跡A・B地点』市原市文化財センター
102.三森俊彦他 1983『千原台ニュータウンE』千葉県文化財センター
103.大谷弘幸他2004『千原台ニュータウンE』千葉県文化財センター
104.小林清隆2006『千原台ニュータウンXN』千葉県教育振興財団
105.白井久美子2007『千原台ニュータウンXVI』千葉県教育振興財団
106.小林清隆2007『千原台ニュータウン 17』千葉県教育振興財団
107.小林清隆2007『千原台ニュータウン 19』千葉県教育振興財団
108.小林清隆他2010『千原台ニュータウン25』千葉県教育振興財団
109.小春高雄2011『千原台ニュータウン26』千葉県教育振興財団
110.酒井宏2011『千原台ニュータウン27』千葉県教育振興財団
111.木封和紀2008『御林跡遺跡E』市原市文化財センター
112.稲葉昭智 1994『大竹遺跡群発掘調査報告書E』君津郡市文化財センター
113.田形孝一 1991『依田遺跡・三ッ田台遺跡・大竹古墳群』君津郡市文化財センター
114.田形孝一他 1993『大竹遺跡群発掘調査報告書E』君津郡市文化財センター
115.相京邦彦他2006『首都圏中央連絡自動車道埋蔵文化財調査報告書4』千葉県教育振興
財団
116.今泉潔他2002『東関東自動車道（千葉・富津線）埋蔵文化財調査報告書 11』千葉県文化
財センター
117.神野信他 1997『矢那川ダム埋蔵文化財調査報告書 1』千葉県文化財センター
118.相京邦彦2005『東関東自動車道（木更津・富津線）埋蔵文化財調査報告書』千葉県教育
振興財団
119.土屋治雄2004『首都圏中央連絡自動車道埋蔵文化財調査報告書 1』千葉県文化財セン
ター
120.光江章2004『諸西遺跡群発掘調査報告書X』木更津市教育委員会
121.小沢洋他 1989『マミヤク遺跡』君津郡市文化財センター
122.斎藤礼司郎 2004『中尾遺跡群発掘調査報告書N』木更津市教育委員会
123.斎藤礼司郎 2005『中尾遺跡群発掘調査報告書V』木更津市教育委員会
124.関口達彦他 1994『請西遺跡群皿』君津郡市文化財センター
125.嘗員嗣史 1997『大畑台遺跡群発掘調査報告書』木更津市教育員会
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126.甲斐博幸2000『大畑台遺跡群発掘調査報告書W』君津郡市文化財センター
127.斎藤礼司郎 2005『大畑台遺跡群発掘調査報告書X』木更津市教育委員会
128.栗田則久 2006『東関東自動車道（木更津・富津線）埋蔵文化財調査報告書5』千葉県教
育振興財団
129.栗田則久 2009『東関東自動車道（木更津・富津線）埋蔵文化財調査報告書 12』千葉県教
育振興財団
130.西川博孝2010『東関東自動車道（木更津・富津線）埋蔵文化財調査報告書 13』
131.鳴田浩司 1992『大鯉遺跡』香取郡市文化財センター
132.奥田正彦 1993『仲ノ台遺跡』香取郡市文化財センター
133.黒沢哲郎 2002『多古台遺跡群E』財団法人香取郡市文化財センター
134.越川敏夫 1995『神崎カントリークラブ埋蔵文化財調査報告書I』香取郡市文化財セン
ター
135.山口直人他 1999『鷺山入遺跡』財団法人山武郡市文化財センター
136.島立桂2007『長倉鍛冶屋台遺跡』財団法人山武郡市文化財センター
137.川島利道 1994『東金市道庭遺跡』千葉県文化財センター
138.城田義友 1998『東金市道庭遺跡』千葉県文化財センター
139.栗田則久 1988『東関東自動車道埋蔵文化財調査報告書W』千葉県文化財センター
140.伊藤智樹2008『流山新市街地地区埋蔵文化財調査報告書3』千葉県教育振興財団
141.岡本誠造他 1982『芝山町山田古墳群・山田出口遺跡』千葉県文化財センター
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夏目 3-5
｜期～IV期の土器編年
表1分析対象遺跡一覧
番号 遺跡名 時期 対象遺構 文献番号 番号 遺跡名 時期 対象遺構 文献番号
雌濠遺跡 I ・il 6 60 ニッ塚古墳群 I 3 60 
2 後張遺跡 I・ il 46 2.3.4 61 殿内遺跡 I 7 61 
3 九反田遺跡 I 8 5 62 尾井戸遺跡 I 2 62 
4 弥藤次遺跡 m 6 63 石揚遺跡、 E～N 13 63 
5 夏目遺跡 I～E 8 6 64 布佐・余聞戸遺跡 I ・il 7 64 
6 
夏百四方目吾西田蓮遺司跡「、
I ・il 9 6 65 小室遺跡 E～N 8 65 
7 I 3 7 66 油免遺跡 I 3 66 
8 I・ il 5 8 67 長田土上台遺跡 I 67 
9 平塚遺跡 I 9 68 長田和田遺跡 m 6 68 
10 
臨蕗辻場堺堂：遺2遺跡跡 I ・il 2 10 69 公津原遺跡 I 69 1 ill・N 3 11 70 宮内井戸作遺跡 I・ il 12 70 
12 I ・il 6 12.13 71 城次郎丸遺跡 I 71 
13 南街道遺跡 I・ il 7 13 72 池向遺跡 m 7 72 
14 堀向遺跡 I 4 10 73 岩富漆谷津遺跡 ill・N 7 73 
15 東五十子遺跡 m 2 14 74 江原台遺跡 I ・il 2 74 
16 上野A遺跡 I ・il 5 15 75 小屋ノ内遺跡 I ・il 7 75 
17 上野B遺跡 m 15 76 権現堂遺跡 m 3 76 
18 社具路遺跡 m 16 77 中山遺跡 I 4 77 
19 川越田遺跡 I ・ I 3 17.18 78 北海道遺跡 ill・N 1 78 
20 今井原屋敷遺跡 m 3 19 79 権現後遺跡 m 3 79 
21 東本庄遺跡 I 20 80 道地遺跡 m 2 80 
22 久下東遺跡 I・ il 6 21.22 81 川崎山遺跡 I 10 81.82 
23 南大通り線内遺跡 I・ il 2 23 82 外原遺跡 I ・il 6 83 
24 二本松遺跡 m 5 24 83 城ノ台遺跡 E～N 7 84 
25 七色塚遺跡、 I ・il 3 25 84 中野台遺跡 m 85 
26 狐塚遺跡 I 4 26 85 地蔵山遺跡 ill・N 9 86.87 
27 屋田遺跡 I ・il 2 27 86 鷲谷津遺跡、 I 2 88 
28 森下遺跡 m 28 87 鎌取場台遺跡 ill・N 5 89,90 
29 城北遺跡 m 8 29 88 局晶城遺跡、 I・ il 2 91 
30 戸森前遺跡 E～N 5 30 89 根崎遺跡 I 4 92 
31 皿沼西遺跡 m 3 31 90 鎌取遺跡 I・ il 12 93 
32 築道下遺跡 m 2 32 91 
南西榎二屋重作敷遺堀遺遺跡跡跡
I・ il 7 94 
33 鴻池遺跡 I 33 92 ill・N 3 95 
34 晶畑遺跡 I 2 33 93 m 3 96 
35 荒川附遺跡 I 3 34 94 叶台遺跡 I ・il 6 97 
36 荒川附遺跡E I 5 35 95 中潤ヶ広遺跡、 I 2 98 
37 宮西遺跡 E～N 12 36.37 96 ナキノ台遺跡 m 5 99 
38 六反田遺跡 m 38 97 畑木小谷遺跡 I 2 100 
39 女堀遺跡 I 4 39 98 加茂遺跡 m 4 101 
40 上組E遺跡 I・ il 17 40 99 草刈遺跡 I・ il 130 102～110 
41 御伊勢原遺跡 I・ il 54 41 100 
三御犀ッ；材知日跡台遺遺跡跡
E～N 16 111 
42 古宮遺跡 I 42 101 m 112 
43 下田町遺跡 ill・N 3 43 102 E～N 5 113 
44 北島遺跡 m 44 103 二文堀遺跡 I ・il 12 114 
45 銭塚遺跡 ill・N 2 45 104 内屋敷遺跡 I・ il 4 115 
46 反町遺跡 I・ il 4 46.47 105 中越遺跡 I・ il 4 116 
47 城敷遺跡 I・ il 14 45.48 106 
大一新重門開山口2遺遺遺跡
I・ il 6 117 
48 日向遺跡 I・ il 3 49 107 I・ il 5 118 
49 中野田島ノ前遺跡 I 50 108 I 2 119 
50 西堀上ノ宮遺跡 I 51 109 大山台遺跡 I・ il 22 120 
51 B-22号遺跡 I 2 52 110 マミヤク遺跡 ill・N 18 121 
52 札之辻遺跡 I 53 111 東谷遺跡 E～N 15 122.123 
53 小井戸遺跡 I 53 112 
鹿大鹿島知島Z台A遺遺遺跡
I 2 124 
54 中野田堀ノ内 I 54 113 I・ il 31 125～127 
55 中道遺跡 m 55 114 I・ il 18 128～130 
56 城山遺跡 I ・il 6 56 115 大鯉遺跡 m 131 
57 吹上遺跡 I ・il 3 57 116 仲ノ台遺跡 I ・il 5 132 
58 上之郷遺跡 I 58 117 多古台遺跡群 I・ il 4 133 
59 中ニ谷遺跡、 I・ il 7 59 118 稲場遺跡 I 134 
119 鷺山入遺跡 I・ il 8 135 
120 長倉鍛冶屋台遺跡 ill・N 9 136 
121 道庭遺跡 I ・il 3 137.138 
122 小六谷台遺跡 I・ il 3 139 
123 市野谷入台遺跡 I・ il 23 140 
124 山田出口遺跡 I 2 141 
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u可
Cコ
0 5 10 km 
図 14 対象とする遺跡の分布（埼玉）
。 10 20km 
図 15 対象とする遺跡の分布（千葉）
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表2遺跡ごとの時期区分と土器・火処の一覧（埼玉）
番号 遺跡名 遺構名 編年 総点数 炉 カマド
大形甑 畿内
把手無し 把手付き
1号住居 n 16 。
17号住居 .. 』 3 
雌濠遺跡 18号
住居 2冒 10 “ 
20号住居 n 9 C 
21号住居 n 35 。
33号住居 11 26 
10号住居 11 33 
18号住居 11 27 ， 
51号住居 n 17 。
57号住居 l I 9 
58号住居 n 1 C 
60号住居 n 27 。
63号住居 n 9 A 
64号住居 n 8 。
71号住居 n 120 。
73号住居 n 49 B 2 
75号住居 n 9 。
77号住居 n 9 。
79号住居 n 22 
93号住居 n 12 。
95号住居 n 49 
98号住居 n 12 。
106号住居 n 9 
122号住居 n 26 C 
129号住居 n 18 。
131号住居 I 68 。
136号住居 n 55 
145号住居 n 18 。
2 後張遺跡
151号住居 品 18 .D 
152号住居 n 62 。
156号住居 Ii.I 6 日
159号住居 I 21 。
160号住居 n 12 B 
161号住居 ., 10 0.1 
162号住居 I 7 。
169号住居 25 B 
170号住居 I 3 。
174号住居 I 19 
183号住居 n 29 。
184号住居 I 39 
187号住居 n 174 。
188号住居 I 53 。
192号住居 I 50 
193号住居 I 57 。
194号住居 I 13 。
196号住居 I 18 
197号住居 I 9 。
198号住居 I 1 。
199号住居 n 。
200号住居 I 1 
204号住居 I 25 。
206号住居 I 21 。
1号住居 I 7 。
3号住居 n 15 。
4号住居 n 8 
3 九反回遺跡 7号
住居 I 12 。
8号住居 I 
9号住居 I 8 。
1号住居 n 19 
12号住居 I 19 。
4 弥藤次遺跡 2号住居 19 
8号住居 I 2 。
9号住居 I 38 A 
10号住居 I 6 A 
5 夏目遺跡 13号
住居 15 
23号住居 I 57 。
24号住居 I 19 D 
26号住居 I 5 
27号住居 I 4 
6 夏目西遺跡 1号住居 I 21 不明3号住居 I 27 E 
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表2遺跡ごとの時期区分と土器・火処の一覧（崎玉）
番号 遺跡名 遺構名 編年 総点数 炉 カマド
大形甑 畿内
把手無し 把手付き
4号住居 25 
7号住居 I 23 A 1 
8号住居 18 C 
6 夏目西遺跡 1号住居 血 42 0 
14号住居 m; 139 包 4 
15号住居 I 69 不明
21号住居 I 48 B 
30号住居 I 32 不明
7 諏訪遺跡 31号住居 I 15 不明
32号住居 I 33 不明
2号住居 皿 7 D 
4号住居 I 9 。
8 四方田遺跡 6号住居 四 33 A 
14号住居 ll 22 ，、 ’ 
17号住居 I 8 D 
9 平塚遺跡、 1号住居 I 17 。
2号住居 ，’ 13 10 藤塚A遺跡 4号住居 I 8 。
13号住居 'N 13 。
1 藤塚82遺跡 30号住居 27 
35号住居 岩崎 5 ‘’ 5号住居 ；目 9 
21号住居 I 13 焼土のみ
12 辻堂遺跡 23号
住居 円 7 
43号住居 I 8 。
51号住居 4 
52号住居 8 
14号住居 i I 21 
15号住居 I 31 。
27号住居 11 23 
13 南街道遺跡 29号住居 I 13 。
30号住居 I 8 
40号住居 日 19 C 
41号住居 I 20 。
1号住居 I 13 。
14 堀向遺跡 2号
住居 I 4 。
8号住居 I 3 
1号住居 I 22 。
15 東五十子遺跡、 23号
住居 i..J 30 、M’ ． 
59号住居 唱『 9 fl 
3号住居 24 邑 ． 
7号住居 I 32 。
16 上野A遺跡 9号住居 日 9 C 
65号住居 官四 18 昔、
78号住居 3 
17 上野B遺跡 61号住居 5 
18 社貝路遺跡 41号住居 26 
20号住居 I 9 。
19 川越田遺跡 24号住居 I 14 3 
25号住居 27 1 
17号住居 7 ‘’ 20 今井原屋敷遺跡 42号住居 ,J 6 。
54号住居 ’－， 42 n ー
21 東本庄遺跡 20号住居 I 6 。
118号住居 22 
121号住居 a」 10 】
184号住居 司. ' 9 一
22 久下東遺跡 185号住居 5 C 
194号住居 9 円
204号住居 I 2 。
23 南大通り線内遺跡
8号住居 I 10 。
12号住居 79 
13号住居 6 
14号住居 L:3 21 
24 二本松遺跡 15号住居 ]•l 34 
17号住居 l'l 33 
18号住居 Jl1 2 
51号住居 I 4 。
25 七色塚遺跡 57号住居 同 7 r、
72号住居 I 1 。
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表2遺跡ごとの時期区分と土器・火処の一覧（崎玉）
番号 遺跡名 遺構名 編年 総点数 炉 カマド
大形甑 畿内
把手無し 杷手付き
1号住居 n 24 。
26 狐塚遺跡 3号住居
n 16 。
13号住居 n 32 。
14号住居 n 42 。
27 屋回遺跡 8号住居
n 10 。
17号住居 10 。
28 森下遺跡 7号住居 S屯. 69 
38号住居 皿 4 u 
54号住居 同 7 
58号住居 16 』 ， 
29 城北遺跡 62号住居
3 。
93号住居 25 同 ． a』唖
94号住居 Il 44 
119号住居 ヨ E 6 
139号住居 13 
5号住居 n 29 。
10号住居 62 
30 戸森前遺跡 1号住居 61 
13号住居 N 44 。
14号住居 94 
4次15号住居 8 
31 皿沼西遺跡 4次26号住居 11 
5次41号住居 3 」~
83号住居 19 置、32 築道下遺跡 92号住居
33 鴻池遺跡 1号住居 n 5 。
34 高畑遺跡 1号住居 n 12 D 5号住居 n 2 。
22号住居 n 10 。
35 荒川附遺跡 30号住居 n 14 。
95号住居 n 22 。
30号住居 n 18 。
31号住居 n 5 。
36 荒川附遺跡E 34号住居 n 13 。
42号住居 n 。
52号住居 n 13 。
2号住居 n 38 。
55号住居 15 ． 
64号住居 7 
85号住居 19 
107号住居 7 
37 宮西遺跡
142号住居 9 
185号住居 N 21 D 1 
210号住居 62 1 
219号住居 n 3 C 
230号住居 皿 8 H可4
247号住居 n 14 。
271号住居 14 
38 六反田遺跡 38号住居 30 
8号住居 豆 5 。
39 女堀遺跡 9号住居 n 9 
。
10号住居 n 14 。
12号住居 n 2 。
14号住居 7 
22号住居 n 34 。 3 
25号住居 n 4 。
28号住居 n 14 。
45号住居 n 5 。
47号住居 a哩 6 
56号住居 n 6 。
62号住居 n 4 。
40 上級E遺跡 78号住居 n 5 。
81号住居 m 3 
87号住居 n 23 。
97号住居 23 
101号住居 n 5 。
107号住居
109号住居 n 5 。
114号住居 n 6 。
122号住居 n 7 。
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表2遺跡ごとの時期区分と土器・火処の一覧（埼玉）
番号 遺跡名 遺構名 編年 総点数 炉 カマド
京二世長甑 畿内
把手無し 把手付き
1号住居 6 
2号住居 7 、』」p
3号住居 6 0 
4号住居 4 0 
5号住居 5 ι2 
6号住居 14 。
7号住居 I 18 。
8号住居 m 8 
9号住居 m 8 一
10号住居 ll{ 9 
1号住居 m 19 
12号住居 J.i£ 1 〕
13号住居 百 15 。
15号住居 DL 5 一
17号住居 lT 9 
18号住居 1量 29 
19号住居 I 25 。
20号住居 8 】
21号住居 14 。
27番や28番、
22号住居 m 47 。 1 半島由来の比企型杯初j原の
可能性
23号住居 3 
24号住居 45 2 
25号住居 24 〕
26号住居 19 。
28号住居 5 ιz 
41 御伊勢原遺跡 30号住居 ，． 18 。
31号住居 13 屯3
33号住居 1」 30 f唱
34号住居 lie 7 ( 
35号住居 I 38 。
37号住居 I 27 
38号住居 18 .2 
39号住居 I 28 。
40A号住居 ．‘ 13 
408号住居 ．， 13 。
41号住居 I 19 。
42号住居 15 了3
44号住居 I 17 。
45号住居 ョ． 15 F司
47号住居 16 
48号住居 I 4 。
49号住居 20 1 
51号住居 I 4 。
52号住居 I 。
55号住居 I 。
56号住居 目 4 
57号住居 11 2 一
58号住居 I 3 。
60号住居 I 10 
61号住居 J I 24 
62号住居 I 13 。
63号住居 l I 2 一
64号住居 11 12 
67号住居 I 12 。
42 古宮遺跡 12号住居 I 12 。
207号住居 13 ロ
43 下田町遺跡 272号住居 N 7 
281号住居 N 4 
44 北島遺跡 24号住居 62 
45 銭塚遺跡
42号住居 28 
46号住居 'JV 37 D 2 
22号住居 I 37 。
46 反町遺跡 30号
住居 I 7 。
34号住居 2 
42号住居 '' 4 
20号住居 ‘’ 14 
47 城敷遺跡 29・30号住居 1 】
37号住居 58 “ 1・
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表2遺跡ごとの時期区分と土器・火処の一覧（埼玉）
番号 遺跡名 遺構名 編年 総点数 炉 カマド
大形甑 畿内
把手無し 把手付き
53号住居 I 24 。
54号住居 17 
55号住居 I 16 。
65号住居 I 7 。
66号住居 I 5 。
47 城敷遺跡 68号住居 I 101 。
80号住居 I 6 。
81号住居 『t 25 
，、
83号住居 旺 19 “ 
84号住居 l 9 。
91号住居 JI 18 ロ 2 
1号住居 I 18 。
48 日向遺跡 4号住居 I 6 。
5号住居 12 
49 中野田島ノ前遺跡 7号住居 I 8 。
50 西堀上ノ宮遺跡 5号住居 I 6 。
51 8-22号遺跡 2号住居 I 16 
。
4号住居 I 10 。
52 札之辻遺跡 9号住居 I 13 。
53 小井戸遺跡 22号住居 I 2 。
54 中野田堀ノ肉 1号住居 I 18 。
55 中道遺跡 19号住居 55 
153号住居 3 
171号住居 23 
56 城山遺跡 174号住居
2 
192号住居 ~. 10 
219号住居 I 2 。
225号住居 lI 3 
1号住居 皿 5 
57 吹上遺跡 35号住居 I 6 。
52号住居 I 5 。
58 上之郷遺跡 2号住居 I 4 。
3号住居 14 
4号住居 血 9 
6号住居 I 7 。
59 中三谷遺跡 7号住居 19 
9号住居 7 2 
18号住居 血 5 】
45号住居 I 6 。
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表3遺跡ごとの時期区分と土器・火処の一覧（千葉）
番号 遺跡名 遺構名 編年 総点数 炉 カマド
天刑多甑 畿内
把手無し 把手付き
5号住居 立 14 。
60 ニッ塚古墳群 30号住居 n 。
31号住居 Il 8 。
1号住居 Il 3 u 
2号住居 Il 。
3号住居 I 
61 殿内遺跡 4号住居 I 16 。
5号住居 I 9 
6号住居 Il 6 。
7号住居 Il 13 。
62 尾井戸遺跡 1
号住居 n 16 。
2号住居 n 45 。
1号住居 1 5 一
2号住居 11 21 
4号住居 LI 26 
8号住居 冒． 10 
14号住居 27 
15号住居 26 
63 石揚遺跡 21号住居 I 1 。
23号住居 5 
26号住居 9 
27号住居 9 
35号住居 IV 8 。
36号住居 n 13 
38号住居 n 8 。
2号住居 n 。
728号住居 ． 9 
121号住居 11 4 目
64 布佐・余聞戸遺跡 122号住居 n 13 
123号住居 口 7 
126号住居 『．， 13 
128号住居 22 
C110 IV 10 D 
D203 25 
D208 I 12 。
65 小室遺跡
D212 6 
D215 I 16 。
D216 n 20 。
D217 四 5 
D305 I I 22 
3号住居 n 7 。
66 j由免遺跡 4号住居 I 17 
6号住居 n 22 。
67 長国土上台遺跡 7号住居 I 5 。
17号住居 21 ,_J 
19号住居 a』 7 コ
45号住居 11 15 〔
68 長田和田遺跡 46号住居 1' I 7 
52号住居 口 15 
55・56号住居 ti 12 ・』，
69 公津原遺跡 51号住居 I 8 。
ll-5号住居 I 6 。
II-7号住居 I 7 。
II-13号住居 n 12 。
I-18号住居 n 5 。
I-51号住居 n 8 
70 宮内井戸作遺跡 I
I-52号住居 n 4 。
I-56号住居 I 5 。
V-1号住居 JI 34 
V-2号住居 n 。
V-3号住居 n 5 
V-4号住居 n 5 。
V-5号住居 . 10 
71 城次郎丸遺跡 1号住居 n 8 。
42号住居 11 3 u . 
47号住居 ti 9 D 
72 池向遺跡 49号住居 m 5 
。
50号住居 11 6 〔
57号住居 I I 7 
65号住居 [.J 16 
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表3遺跡ごとの時期区分と土器・火処の一覧（千葉）
番号 遺跡名 遺構名 編年 総点数 炉 カマド
大形甑 畿内
把手無し 把手付き
72 池向遺跡 66号住居 10 
9号住居 10 
70号住居 3 、.，
72号住居 17 v、
73 岩富漆谷津遺跡 93号住居 41 
95号住居 N 10 。
100号住居 25 
142号住居 15 
74 江原台遺跡 H
-111 2 
H-112 n 。
SI-006 n 2 。
SI-020 I 3 
SI-021 ru 13 0 
75 小屋ノ肉遺跡 SI-033 ID: 8 ζ3 
SI-065 I 9 。
SI-101 I 5 
SI-175 I 。
3号住居 lJ. 6 司』,II
76 権現堂遺跡 92号住居 百 5 ,T河‘
100号住居 16 
29号住居 I 5 。
77 中山遺跡 30
号住居 I 33 
31号住居 I 17 。
32号住居 I 6 。
D002 14 
D011 ＂＇‘ 3 、，
D013 :m 5 0 
D014 ョ，r 2 a「司‘
D016 7 
78 北海道遺跡 D036 N 8 。
D039 27 
D055 ... 』 23 
D057 由 6 一D058 4 。
D077 7 。
D34号住居 畠晶＆ 7 
，、
79 権現後遺跡 D3
5号住居 I 10 。
D131号住居 I 7 
D132号住居 I 33 。
80 道地遺跡
14号住居 L.:』 13 a 
18号住居 1: 25 【
1A号住居 I 13 。
9号住居 I 13 。
10A号住居 I 9 
16号住居 I 8 。
81 川崎山遺跡 18号住居
I 12 
20号住居 I 23 。
33号住居 I 33 。
34号住居 I 23 
46号住居 I 12 。
25D号住居 I 11 。
1号住居 I 85 。
4号住居 J・:1.ド 26 
82 外原遺跡 6号
住居 ll' 26 
8号住居 四 21 
10号住居 ]Jl 37 
12号住居 ιー 13 ~~ 
6号住居 ．， 11 
7号住居 19 
18号住居 3 
83 城ノ台遺跡 20号住居 I 12 。
38号住居 N 3 
121号住居 9 
142号住居 16 
84 中野台遺跡 SI-007 29 
Sl009 J・1. 4 
Sl011 5 
85 地蔵山遺跡 Sl014 N 17 。
Sl016 2 
SI023 N 8 。
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表3遺跡ごとの時期区分と土器・火処の一覧（千葉）
番号 遺跡名 遺構名 編年 総点数 炉 カマド
大形甑 畿内
把手無し 把手付き
S1027 JV 5 。
85 地蔵山遺跡 S
l032 12 
Sl034 7 
Sl035 17 
86 鷲谷津遺跡
S1136 I 9 。
S1137 I 1 。
2号住居 7 
5号住居 JV 1 。
87 鎌取場台遺跡 7号住居 JV 6 
8号住居 JV 17 。
21号住居 14 
88 高品城遺跡
17号住居 I 1 。
23号住居 11 2 
21号住居 n 5 。
89 根崎遺跡 35号住居 I 3 
。
52号住居 n 4 
55号住居 n 4 。
16号住居 n 13 。
17号住居 I 9 
24号住居 I 7 。
26号住居 I 16 
36号住居 19 。
90 鎌取遺跡 43
号住居 I 26 。
44号住居 I 26 
46号住居 I 9 。
47号住居 n 1 
48号住居 I 8 。
50号住居 I 9 
56号住居 I 9 。
5G号住居 lfi 4 目
21A号住居 JI] 3 
27号住居 15 4 
91 榎作遺跡 28号住居 JI[ 5 回
328号住居 1. 。
37G号住居 立 2 。
42A号住居 2 
14号住居 9 
92 西屋敷遺跡 15号住居 5 、，
42号住居 JV 8 。
15号住居 1 
93 南ニ重堀遺跡 19号住居 27 LI 
28号住居 29 
，、
46号住居 19 
63号住居 n 17 。
94 叶台遺跡 75
号住居 I 5 
78号住居 20 
84号住居 I 9 。
87号住居 n 8 不明
95 中潤ヶ広遺跡
A005 I 16 。
A006 I 21 。
068号住居 1 
069号住居 晶晶 2 
96 ナキノ台遺跡 070号住居 bl 10 ~ 
077号住居 回 5 A 
091号住居 Di 8 0 
97 畑木小谷遺跡
30号住居 n 6 。
31号住居 n 19 。
26号住居 J1I 22 ’3 
98 加茂遺跡 99
号住居 置 12 :> 
199号住居 m 4 :J 
239号住居 m 5 ‘."1 
30号住居 I 2 。
C068 I 3 。
C093 I 12 
C097 I 20 。
99 草刈遺跡 C119 I 61 。
C137 11 。
C138 26 【血
C139 I 35 。
C155 Jl1 8 凶
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表3遺跡ごとの時期区分と土器・火処の一覧（千葉）
番号 遺跡名 遺構名 編年 総点数 炉 カマド
大形甑 畿内
把手無し 把手付き
C159 12 
0109 4・ 7 内I.
0132 JI 9 色
0146 m 20 C 
0148 『・ 19 。
0160 24 
0174 14 
0184 ． 23 回 ， ． 
0319 1 10 。
E012 I 18 。
E018 '.IC I 8 "l 
E048 I 1 。
E050 I 7 。
E094 11 78 、恒，
E129 l I 17 。
G002 1・1 14 D 
G003 kl 25 。
G006 . ' 15 。
G007 1 (l 
G010 3 。
G011 14 
G017 12 
G019 10 
G022 」． 10 〕
G037 l1 13 D 
G078 J I 27 。
G206 11 39 町~~
G217 
目』 6 
K013 I 14 。
K031 I 7 
K059 I 7 。
K130 I 7 
K136 I 6 。
K151 I 14 。
K327 n 6 
99 草刈遺跡 K328 JI 8 
K335 I 8 。
K371 13 
K378 I 4 。
K413 I 6 。
K427 I 14 
K431 I 4 。
K448 I 6 
K562 I 4 。
K570 I 10 
K601 8 
K639 I 7 。
K681 I 4 
J012 I 13 。
J0158 • I 10 
J020 I 10 。
J023 m 8 。
J028 . ' 14 【
J032 16 
J047 6 
J071 I 25 。
J078 I 31 。
J085 11 7 
J089 I I 5 
J100 fl 21 C 
J107 ，ー 14 民
J121 12 
J130 5 
J134 . ' 7 日
J1588 ロ 23 。
J162 ] I 10 【
J192 1 1 
J202 I 5 。
J216 I 8 。
J223 I 1 
J225 18 
60 
表3遺跡ごとの時期区分と土器・火処の一覧（千葉）
番号 遺跡名 遺構名 編年 総点数 炉 カマド
大形甑 畿内
把手無し 把手付き
J290 n 20 。
L010 l世 15 
L062 n 2 。
L069 fj 7 
L076 n 10 。
し106 n 6 
L108 ロ 10 。
L164 n 5 。
L315 7 ’ー 
L339 8 ． ’ 
1001 4 〔
!003 17 
!004 9 
!021 
J・‘ 7 日
!0528 1. 25 。
!053 『・ 〔
!090 1 
!091 9 
1112 13 、a 四』．
1118 1」 1 。
1133 11 20 A 
1230 ll 9 世Cl
1240 16 [! 2 
1253 . ' 7 ‘ー 1 
99 草刈遺跡
1266 2 
1268 2 
1274 2 
1279 7 
1302 4 
M004 』』且 4 
M057 ロ 8 
M067 司． 4 一
M070 n 6 。
M082 5 
M083 ]I 6 。
M112 温 5 
M164 l-1 3 
M208 ]I 23 。
M223 m 3 。
M373 5 D 
M422 n 8 。
M484 14 0 
M635 司 r 10 円 2 
M657 10 
M668 ]I 5 。
M693 22 
M694 10 
M747 5 
M757A a岨 24 日
M795 ]I 24 。
13号遺構 12 0 
17号遺構 IV 42 焼土のみ
27号遺構 7 
42号遺構 17 ‘’ 46号遺構 』．悼 21 
50号遺構 Jil 18 
58号遺構 泊［ 51 
100 御林跡遺跡 81号遺構
¥I,{ 18 ιJ 
99号遺構 理 32 。
102号遺構 』， 25 【
126号遺構 ]I 36 。
137号遺構 12 
170号遺構 園、 32 日
205号遺構 m 6 。
210号遺構 四 38 同
348号遺構 13 ． 
101 尾畑台遺跡 SI007 19 
SI007 ]I 17 。
102 三ッ回台遺跡 S1009A 
]I 32 
SI014 n 8 。
S1015 N 37 。
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表3遺跡ごとの時期区分と土器・火処の一覧（千葉）
番号 遺跡名 遺構名 編年 総点数 炉 カマド
大形甑 畿内
把手無し 把手付き
102 ーッ回台遺跡 SI021 24 
SI003 ll 3 
SI005 1I 20 。
Sl006 1 D 
Sl007 1I 31 。
Sl013 1I 1 
103 ニ又堀遺跡
Sl039 Ir 1 。
SI049 Ir 17 
Sl062 Ir 19 。
Sl087 1I 12 
Sl093 Ir 15 。
Sl104 7 
Sl108 16 E 
AS1013 Ir 48 。
AS1023 四 5 。
104 肉屋敷遺跡 AS1024 Ir 9 。
AS1033 37 0 
Sl09 Ir 8 。
105 中越遺跡
Sl18 ru: 4 0 
Sl21 m 15 0 
Sl29 Ir 5 。
Sl-12 1I 14 。
SJ-20 1I 3 。
106 二重山遺跡
SI-23 Ir 8 
Sl-24 Ir 3 。
SJ-29 5 
Sl-31 n 8 。
S!-002 n 5 u 
S!-003 Ir 3 。
107 大門口遺跡 S!-004 n 4 。
SJ-005 Ir 1 
S!-006 6 0 
108 新聞2遺跡 S
!-001 Ir 4 。
S!-002 n 8 。
SI015 1I 8 。
Sl036 17 
Sl037 Ir 4 。
Sl047 Ir 4 。
Sl051 Ir 。
Sl052 JI 
Sl055 Ir 25 。
Sl688 n 18 
SI078 l I 15 
Sl079 rn 1 
大山台遺跡 Sl080 
l 6 
109 Sl084 唱 E 28 ~ 
Sl088 23 。
Sil 14 14 。
Sil 15 Ir 15 。
Sll 16 Ir 19 。
Sil 31 JI 10 。
Sl141 11 1 
Sl150 n 1 。
Sl183 Ir 2 。
Sl189 1I 4 
Sl195 1I 13 。
34号住居 11 8 。
36号住居 冒『 18 r司‘
43号住居 3 
46号住居 N 8 。
53号住居 N 58 。
54号住居 10 
76号住居 21 
110 マミヤク遺跡 88号住居 14 
90号住居 N 12 。
97号住居 27 
121号住居 5 
123号住居 N 4 。
124号住居 5 
149号住居 ' 20 ‘..I 
151号住居 11 17 0 
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表3遺跡ごとの時期区分と土器・火処の一覧（千葉）
番号 遺跡名 遺構名 編年 総点数 炉 カマド
穴形甑 畿内
把手無し 把手付き
152号住居 27 
110 マミヤク遺跡 172号住居 w 25 。
180号住居 w 4 。
SI031 5 E 1 
SI032 4 
SI033 w 1 。
SI043 4 
SI048 a‘ 28 
SI054 日 9 
SI065 1 2 
111 東谷遺跡 SI089 l I 8 C 2 
Sl105 1ユ 17 
SI124 、『 3 〕
SI126 3 
SI147 w 8 。
SI166 n 。
SI196 J占 14 
SI207 bl 30 
112 鹿島塚A遺跡 6
0号住居 n 22 。
127号住居 n 21 。
Sl74 n 114 。
76号住居 n 8 
77号住居 n 5 。
79号住居 n 3 
81号住居 n 5 。
82号住居 n 14 
84号住居 n 20 。
85号住居 n 12 
87号住居 n 7 。
100号住居 n 10 。
101号住居 n 4 。
105号住居 n 9 
106号住居 n 7 。
130号住居 n 6 
Sl176 n 7 。
113 大畑台遺跡 SI181 m 12 
SI185 Jl: 4 】
186号住居 n 34 。
SI193 JP: 15 壬3
203号住居 n 25 。
SI211 買1 5 
SI220 n 8 。
SI254 n 10 
SI258 18 
288号住居 n 5 。
320号住居 n 4 
SI312 23 
328号住居 n 7 。
403号住居 n 27 。
SI405 :rn 23 
SI429 11: 28 i.:島
Sl-001 JU 10 
，、
SI-002 3正 29 
SI-003 JI{ 23 
SI-004 司， 62 色~
SI-006 21 。
SI-007 n 7 。
SI-011 血 22 ロ
SI-012 Jl1: 23 。
114 鹿島台遺跡
SI-013 m 8 f、
SI-019 nc 15 
Sl-022 量I 26 
SI-030 I匝 4 ι， 
SI-031 m 4 。
SI-032 JI'[ 。
SI-035 m 5 ロ
SI-045 ー 26 。
SI-051 n 38 。
SI-059 22 
115 大鰻遺跡 SH 1 
116 仲ノ台遺跡 SI-3 n 18 。
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表3遺跡ごとの時期区分と土器・火処の一覧（千葉）
番号 遺跡名 遺構名 編年 総点数 炉 カマド
万羽長甑 畿内
把手無し 把手付き
Sl-8 12 
116 仲ノ台遺跡
SI-14 I 5 。
Sl-17 I 23 
Sl-21 I 14 。
Sl-5 I 2 。
117 多古台遺跡群 Sl
-11 I 18 。
Sl-13 I 5 
Sl-14 Il 10 0 
118 稲場遺跡 Sl-2 I 16 。
H-005 皿 7 。
H-010 E『 3 。
H-016 斑 2 
119 鷺山入遺跡
H-019 I 13 。
H-020 m 10 。i
H-050 凪 2 口
H-052 .II 7 。
H-062 I 3 。
H001 8 
H003 IV 15 。
H004 8 
H006 IV 18 。
120 長倉鍛冶屋台遺跡 H010 2 
H011 IV 16 C 
H019 IV 9 。
H043 
H060 IV 10 。
Sl-7 27 
121 道庭遺跡 Sl-08 a晶 28 】
Sl-09 I 15 。
6号住居 I 21 。
122 小六谷台遺跡 1号住居 ru: 35 
13号住居 m 19 “’ 
Sl009 Jl. 20 u 
Sl010 JD: 19 。
Sl011 I 3 
Sl012 I 1 。
Sl014 I 6 
Sl015 I 2 。
Sl016 I 10 
Sl017 I 19 。
Sl018 I 3 
Sl021 I 5 。
Sl022 I 4 
123 市野谷入台遺跡 Sl023 I 3 。
Sl024 I 8 
Sl025 I 8 。
Sl026 I 9 。
Sl028 I 1 
Sl029 I 6 A? 
Sl030 I 4 。
Sl031 I 14 
Sl032 n 6 。
Sl033 I 7 
Si035 I 18 。
Sl036 I 18 。
124 山田出口遺跡 1号
住居 I 6 。
2号住居 I 29 。
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夏目遺跡 10号住居
SJS 
小室遺跡仁110住居
仁類 D類
?? ?
" .化斜。』司
<! 
城敷遺跡84号住居
銭塚遺跡42号住居
E類
0 2m 
』麟
③ 
判 も‘・ ／＿；，，i'
⑥h 
:v i; '1 
城敷遺跡20号住居
図16 力マドの分類
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表4雌濠遺跡住居壮一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
4号住居 4 × S字口縁葦（42) 
6号住居 3 × 炉
7号住居 I 14 × 不明
8号住居 21 × 
9号住居 14 × 
10号住居 I 9 × 
11号住居 I 16 × 炉
12号住居 I 11 × 
13号住居 I 20 × 
14号住居 I 14 × 
15号住居 13 × 
16号住居 I 11 × 
17号住居 m 3 。 E 
18号住居 m 10 。 D 
19号住居 I 16 × 
20号住居 I 9 。 C 
21号住居 I 35 × 炉
22号住居 I 20 × 
23号住居 I 10 不明 不明
24号住居 不明 × 炉
25号住居 I～E × 
26号住居 不明 。 × 炉
27号住居 I 53 × 
28号住居 I 3 不明 焼土
29号住居 I 4 × 
30号住居 N 5 。 B 
31号住居 I 13 × 
32号住居 I 18 × 
33号住居 m 26 。 C 2 
34号住居 I～E × 
35号住居 m × 
36号住居 不明 2 不明
37号住居 m 12 × 
38号住居 m 4 × 
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表5後張遺跡住居±.I:一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
5号住居 I 20 'JV 不明
10号住居 m 33 'JV × 炉
14号住居 I 3 皿 不明
17号住居 I 32 'JV 不明
18号住居 m 27 'JV 。 C 
30号住居 I 3 'JV 不明
31号住居 m 9 V 不明
41号住居 I 6 m 不明
51号住居 I 17 'JV × 炉
57号住居 m 9 'JV × 炉
58号住居 I 11 'JV 。 C 石製剣形品
60号住居 I 27 'JV × 炉
63号住居 I 9 。 A 
64号住居 I 8 'JV × 炉
65号住居 I 2 m 不明
71号住居 I 120 'JV × 炉
73号住居 I 49 'JV 。 B 2 
75号住居 I 9 m × 炉
77号住居 I 9 m × 炉
79号住居 I 22 m × 炉
82号住居 I 9 'JV 不明
93号住居 I 12 'JV × 炉
95号住居 I 49 'JV × 炉
98号住居 I 12 'JV × 炉
106号住居 I 9 'JV × 炉
122号住居 I 26 'JV 。 C 
129号住居 I 18 m × 炉
131号住居 I 68 m × 炉
136号住居 I 55 'JV × 炉
145号住居 I 18 'JV × 炉
151号住居 m 18 V 。 D 
152号住居 I 62 'JV × 炉 平底椀（62)
156号住居 m 6 'JV 。 B 
159号住居 I 21 'JV × 炉
160号住居 I 12 'JV 。 B 
161号住居 m 10 V × 炉
162号住居 I 7 皿 × 炉
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遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
169号住居 m 25 w 。 B 
170号住居 Il 3 w × 炉
174号住居 Il 19 m × 炉
183号住居 Il 29 w × 炉
184号住居 Il 39 w × 炉
187号住居 Il 174 m × 炉
188号住居 Il 53 m × 炉
192号住居 Il 50 × 炉
石製紡錘車 石製剣形品
鉄製万子
193号住居 Il 57 × 炉
194号住居 Il 13 × 炉
195号住居 1 × 炉
196号住居 Il 18 × 炉
197号住居 Il 9 × 炉
198号住居 Il 1 × 炉
199号住居 Il × 炉 石製紡錘車
200号住居 Il 1 × 炉 平底鉢（10)
201号住居 8 × 炉 S字口縁聾
203号住居 21 × 炉
204号住居 Il 25 × 炉
206号住居 Il 21 × 炉
207号住居 14 × 
208号住居 26 × 炉
209号住居 × 炉
210号住居 Il 10 × 炉
211号住居 7 不明
214号住居 18 × 炉 S字口縁聾
215号住居 Il 36 × 炉 石製剣形品 滑石製勾玉
217号住居 Il 7 × 炉 滑石製勾玉 刀子
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表6九反田遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 1I 7 × 炉 土製管玉22
3号住居 1I 15 × 炉
4号住居 1I 8 × 炉
6号住居 1I 14 × 
7号住居 1I 12 × 炉
8号住居 1I × 炉
9号住居 1I 8 × 炉 土製管玉4
10号住居 12 × 炉
11号住居 1I 19 × 炉
12号住居 1I 19 × 炉
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表7弥藤次遺跡住居祉一覧
元マド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付きi 把手無し
至盟
Q I C 
畿内由来の土器 その他
土製加工円板
臼田2
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 1I 夏目E～E 焼土のみ
2号住居 m 4 夏目E 焼土のみ
3号住居 N 18 夏目V 焼土のみ
5号住居 N 4 夏目V 無し
6号住居 N以降 14 夏目羽 破壊
7号住居 4 夏目 I 無し
8号住居 1I 2 夏目 I 炉
9号住居 1I 38 夏目E 。 A 
10号住居 1I 6 夏目E A 
12号住居 1I 1 夏目E 不明
13号住居 m 15 夏目E 。 B 
23号住居 Il 57 夏目 I 炉
24号住居 Il 19 夏目E 。 D 
25号住居 m 16 夏呂町 焼土のみ 鉄製鎌
26号住居 5 夏目 I 不明 平底鉢（265) 
27号住居 I～E 4 夏目 I 不明 平底鉢（272) 
表8夏目遺跡住居壮一覧
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表9夏目西遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 I 21 夏目E 。 不明 l 20 臼玉未成品72点、目玉6点
2号住居 I 6 夏目E 不明
3号住居 I 27 夏目E 。 E 3 19 石製剣形品3
4号住居 m 25 夏目E 。 C 4 21 目玉2
6号住居 10 夏目 I 過渡期？
7号住居 I 23 夏目E 。 A 7 23 石製剣形晶2
8号住居 m 18 夏目E 。 C 
10号住居 I 2 夏目E 焼土のみ
1号住居 m 42 夏目E × 炉 11-41 臼玉18
13号住居 I 49 夏目E 不明 目玉1
14号住居 m 139 夏目E 。 B 14-87～91 86（平底鉢） 108～111(布留式系聾） 石製有孔円板 臼玉17
15号住居 I 69 夏目E 。 不明 15-69 石製紡錘車
21号住居 I 48 夏目E 。 B 石製剣形品2ガフス製小玉1
表10諏訪遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
25号住居 12 × 炉
30号住居 I 32 。 不明
31号住居 I 15 。 不明
32号住居 I 33 。 不明
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表1 四方田遺跡住居壮一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 I 不明
2号住居 m 7 。 D 2 7 
3号住居 I 6 不明
4号住居 I 9 。 D 
5号住居 8 不明
6号住居 m 33 。 A 6-33 
7号住居 I 2 不明
9号住居 I 12 不明
10号住居 m 3 不明
1号住居 m 2 不明
13号住居 I 2 不明
14号住居 m 22 。 C 14-21 
15号住居 I 34 不明
16号住居 m 5 不明
17号住居 I 8 。 D 
18号住居 m 10 不明
表12平塚遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 I 17 × 炉
2号住居 I 4 不明
3号住居 I 2 不明
4号住居 m 3 不明
6号住居 I 不明
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表13 藤塚A遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
2号住居 m 13 × 炉
3号住居 I 不明
4号住居 I 8 × 炉
5号住居 I 3 不明
6号住居 N 4 × 
7号住居 6 不明
10号住居 m 4 不明
11号住居 I 4 不明
表14藤塚B遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
6号住居 I 2 不明
11号住居 5 × 炉
13号住居 N 13 × 炉
16号住居 I 2 不明
17号住居 m 11 × 3 
22号住居 m 21 × 
25号住居 m 不明
27号住居 I 10 不明
28号住居 4 不明
30号住居 m 27 × 炉 石製剣形品
34号住居 4 × 炉
35号住居 m 5 × 炉
36号住居 I 9 不明 石製紡錘車
37号住居 4 不明
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表15辻堂遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
3号住居 I 7 不明
4号住居 m 9 不明
5号住居 m 9 。 C 
7号住居 I 2 不明
21号住居 I 13 。焼土のみ
23号住居 m 7 C 
29号住居 m 6 不明
39号住居 I 不明
41号住居 I 不明
43号住居 I 8 × 炉
51号住居 m 4 。 C 
52号住居 m 8 C 
表16南街道遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
7号住居 I 不明
14号住居 m 21 × 炉 鉄製万子
15号住居 I 31 × 炉
27号住居 m 23 × 炉
29号住居 I 13 × 炉
30号住居 I 8 × 炉 石製剣形品
31号住居 m 25 不明
35号住居 I 6 不明
40号住居 m 19 。 C 
41号住居 I 20 × 炉 石製剣形晶
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表17堀向遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 n 13 × 炉
2号住居 n 4 × 炉 破E自製薬玉滑石製管玉
8号住居 I[ 3 × 炉
9号住居 I[ 12 × 
1号住居 I[ 22 × 炉
14号住居 I[ 2 不明
表18東五十子遺跡住居壮一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
4号住居 I[ 7 不明
10号住居 I 不明
1号住居 I[ × 
23号住居 m 30 。 C 29 
28号住居 I[ 11 × 
30号住居 I[ 7 × 
59号住居 m 9 。 D 8 
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遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
3号住居 m 24 。 B 24 
7号住居 I 32 × 炉
9号住居 m 9 。 C 
53号住居 m 16 × 
65号住居 m 18 。 D 
66号住居 I 不明
78号住居 m 3 。 B 
表19上野A遺跡住居壮一覧
遺構名
58号住居
61号住居
時期 ｜総点数 元編年
表20上野B遺跡住居祉一覧
力マド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
畿内由来の土器 その他
?? ?? ?
?
? ?
?
D 
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 m 5 不明
2号住居 不明
4号住居 I 15 × 15 
5号住居 3 不明
7号住居 I 不明
8号住居 3 × 炉
9号住居 I 85 × 
16号住居 I 10 × 
41号住居 m 26 。 C 7 
表21社具路遺跡住居祉一覧
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遺構名
6号住居
18号住居
20号住居
24号住居
25号住居
遺構名
17号住居
42号住居
54号住居
56号住居
64号住居
遺構名
2蒔在rs
時期 総点数 元編年
n 8 
8 
n 9 
14 
27 
時期 総点数 元編年
m 7 
m 6 
m 42 
IV 5 
IV 28 
時期 ｜総点数｜ 元編年
n I 6 
表22川越田遺跡住居祉一覧
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
不明
× 炉
× 炉
不明 11～13叩き目のある聾
不明 18叩き目のある聾
表23今井原屋敷遺跡住居祉一覧
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し。 D 鍔付鉢（5)。 D 。 D 2 。 D 。 D 
表24東本庄遺跡住居祉一覧
カマド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
畿内由来の土器 その他
0 I D 
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表25久下東遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
118号住居 m 22 il A 。 C 12 13 
121号住居 m 10 × 炉
138号住居 m 4 不明
184号住居 m 9 il A 。 不明 4 
185号住居 m 5 il A 。 C 
194号住居 m 9 il A D 
204号住居 I 2 I 。 D 
表26南大通り線内遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
8号住居 I 10 × 炉
12号住居 m 79 。 C 
14号住居 m 4 不明
表27二本松遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
11号住居 m 42 × 
12号住居 m 15 不明
13号住居 m 6 。 不明
14号住居 m 21 C 
15号住居 m 34 。 B 
16号住居 m 10 × 
17号住居 m 33 。 A 
18号住居 m 2 焼土のみ
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表28七色塚遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
30号住居 1 10 1 不明
51号住居 1 4 1 × 炉
57号住居 m 7 m 。 D 
72号住居 1 11 1 × 炉
表29狐塚遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 1 24 × 炉 石製紡錘車
2号住居 不明 。 × 炉
3号住居 1 16 × 炉
4号住居 1 4 × 
5号住居 1 8 × 
6号住居 1 12 × 
7号住居 1 11 × 
12号住居 1 7 不明
13号住居 1 32 × 炉
14号住居 1 42 × 炉
表30 屋田遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 太形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
8号住居 1 10 × 炉
16号住居 4 × 炉
17号住居 m 10 × 炉
20号住居 8 × 炉
79 
表31 森下遺跡住居士止一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 1 × 炉
2号住居 I 5 × 不明
3号住居 46 × 炉
4号住居 I 18 × 不明 管玉
5号住居 2 × 炉
6号住居 17 × 炉
7号住居 m 69 。 D 
8号住居 6 × 炉
表32城北遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
38号住居 m 4 × 炉
54号住居 m 7 。 E 
58号住居 m 16 。 E 58-13 
62号住居 m 3 。 D 
93号住居 m 25 。 D 93-23 
94号住居 m 44 。 E 94-36 
119号住居 m 6 。 E 
139号住居 m 13 E 
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表33戸森前遺跡住居壮一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 13 I × 炉
2号住居 3 I 不明
3号住居 11 I × 炉
4号住居 10 I × 炉
5号住居 I 29 V × 炉 5 15 
6号住居 9 I 不明
7号住居 I 21 I 不明
8号住居 45 I 
9号住居 I 2 I 不明 炉？
10号住居 m 62 四 × 炉
1号住居 m 61 V × 炉
12号住居 'N 93 四 。 E 33 34 
13号住居 'N 44 四 × 炉
14号住居 m 94 百 × 炉
15号住居 'N 11 四 。 E 5 
16号住居 'N 75 四 E 26～29 
17号住居 42 I × 炉
18号住居 m 8 V 不明
表34皿沼西遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
4次15号住居 m 8 m × 炉
4次26号住居 m 1 m 。 C 石製剣形品
5次41号住居 m 3 。焼土のみ
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表35築道下遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
15号住居 I 浬滅 跡地
22号住居 I × 
83号住居 m 19 。 D 
92号住居 m 。 D 
93号住居 m 4 × 
? ? ?
???ー???
??
、?
? ?
?
?
?
表36鴻池遺跡住居祉一覧
力マド I 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
× i 炉
不明
その他畿内由来の土器
時期 ｜総点数 ｜ 元編年
I I 12 
I I 2 
表37高畑遺跡住居祉一覧
力マド ｜ 大形甑
有無 I 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
0 I o 
×！ 炉
その他畿内由来の土器
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表38荒川附遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
22号住居 I 10 × 炉
30号住居 I 14 × 炉
95号住居 I 22 × 炉
96号住居 I 不明
表39荒川附遺跡E住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
2号住居 IV I 不明
7号住居 IV 3 I 。 D 
30号住居 I 18 × 炉
31号住居 I 5 × 炉
34号住居 I 13 × 炉
42号住居 I × 炉
52号住居 I 13 × 炉
54号住居 m 3 不明
61号住居 IV 8 I 不明 炉？
62号住居 不明 。 × 
64号住居 IV 9 I 。 C 
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表40宮西遺跡住居士止一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大
形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 I 12 不明 土製勾玉 石製紡錘車
2号住居 I 38 × 炉 石製紡錘車 小玉
37号住居 I 17 不明
55号住居 m 15 。 C 
64号住居 m 7 × 平底鉢（2)
71号住居 m 5 × 
85号住居 m 19 。 D 
107号住居 m 7 B 
142号住居 m 9 。 D 
161号住居 m 15- × 剣形品
165号住居 N 18 。 D 
185号住居 N 21 D 
195号住居 m 2 不明
200号住居 I 8 不明
210号住居 m 62 。 A 3 
212号住居 m 25 不明
219号住居 I 3 。 C 
230号住居 m 8 不明
247号住居 I 14 × 炉
271号住居 m 14 。 D 2 
307号住居 m 5 不明
316号住居 m 15 不明 焼土のみ
『宮西遺跡E』2005埼玉埋文
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表41 六反田遺跡住居士止一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
13号住居 m 13 m × 
31号住居 m 21 m × 
38号住居 m 30 I × 炉
81号住居 I 6 I × 
表42女堀遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
6号住居 I 3 不明 目玉
7号住居 I 5 不明
8号住居 I 5 × 炉
9号住居 I 9 × 炉
10号住居 I 14 × 炉
12号住居 I 2 × 炉
85 
表43上組E遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
14号住居 m 7 × 炉
22号住居 JI 34 JI × 炉 3 
25号住居 JI 4 × 炉
28号住居 JI 14 × 炉
45号住居 JI 5 × 炉
47号住居 m 6 JI × 炉
56号住居 JI 6 × 炉
60号住居 JI 2 不明
62号住居 JI 4 × 炉
78号住居 JI 5 JI × 炉
81号住居 m 3 JI × 炉
87号住居 JI 23 × 炉
97号住居 m 23 JI × 炉 2 
101号住居 JI 5 JI × 炉
107号住居 m 不明 × 炉
109号住居 JI 5 × 炉
114号住居 JI 6 × 炉
122号住居 JI 7 × 炉
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川越市御伊勢原入間台地 川越市大字笠幡
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 m 6 × 炉
2号住居 m 7 × 炉
3号住居 m 6 × 炉
4号住居 m 4 × 炉
5号住居 m 5 × 炉
6号住居 m 14 × 炉
7号住居 I 18 × 炉
8号住居 m 8 × 炉
9号住居 m 8 × 炉
10号住居 m 9 × 炉
11号住居 m 19 × 炉
12号住居 m 11 × 炉
13号住居 m 15 × 炉
14号住居 m 5 不明
15号住居 m 5 × 炉
16号住居 I 10 不明
17号住居 m 9 × 炉
18号住居 m 29 × 炉 有孔円板 臼玉
19号住居 I 25 × 炉
20号住居 m 8 × 炉
21号住居 m 14 可能性？ 炉
22号住居 m 47 × 炉 27番や28番、半島由来の比企型坪初源の可能性
23号住居 m 3 × 炉
24号住居 m 45 × 炉 2 
25号住居 m 24 × 炉
26号住居 m 19 × 炉
27号住居 I 4 不明
28号住居 m 5 × 炉
30号住居 m 18 × 炉
31号住居 m 13 × 炉
32号住居 m 9 不明
33号住居 m 30 × 炉
34号住居 m 7 × 炉
35号住居 I 38 × 炉
37号住居 I 27 × 炉
38号住居 m 18 × 炉 2 
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遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
39号住居 n 28 × 炉
40A号住居 m 13 × 炉
408号住居 m 13 × 炉
41号住居 n 19 × 炉
42号住居 m 15 × 炉
43号住居 n 2 不明
44号住居 n 17 × 炉
45号住居 m 15 × 炉
46号住居 m 9 不明
47号住居 m 16 × 炉
48号住居 n 4 × 炉
49号住居 m 20 × 炉
50号住居 n 4 不明
51号住居 n 4 × 炉
52号住居 n × 炉
54号住居 n 4 不明
55号住居 n × 炉
56号住居 m 4 × 炉
57号住居 m 2 × 炉
58号住居 n 3 × 炉
60号住居 n 10 × 炉
61号住居 m 24 × 炉
62号住居 n 13 × 炉
63号住居 m 2 × 炉
64号住居 m 12 × 炉
66号住居 n 7 不明
67号住居 n 12 × 炉
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表45古宮遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
7号住居 10 不明
10号住居 4 × 炉
12号住居 lI 12 。 D 滑石製剣形品
13号住居 8 不明
15号住居 lI 19 不明
表46下田町遺跡住居壮一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
115号住居 m 2 IV 不明
128号住居 m 5 IV 。黙焼部のみ
134号住居 IV 12 IV D 石製紡錘車
160号住居 m 10 IV 不明
171号住居 m 9 m 不明 目玉
177号住居 lI 9 IV 不明
189号住居 IV 12 IV 。 E 
190号住居 m 6 IV 不明
193号住居 m 3 IV 。 不明
198号住居 m 3 m 不明
207号住居 m 13 m 。 D 
220号住居 lI 4 m 不明
269号住居 IV 5 IV 不明
272号住居 IV 7 IV 不明 7番
281号住居 IV 4 IV 不明 4番
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遺構名
24号住居
???｜???? 『
?????，
』
?
? ?
? ?
、 、?
? 、 ．?? ?
． ??「??
?
?
表47北島遺跡住居祉一覧
力マド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付きL担杢無し
×｜ 堕
畿内由来の土器 その他
遺構名
42号住居
46号住星
時期 ｜総点数 ｜ 元編年
m I 2s 
IV I 37 
表48銭塚遺跡住居壮一覧
力マド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
0 I c I 26番 I 1 
Q L 旦 123番M重．
畿内由来の土器 その他
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
22号住居 I 37 × 炉
30号住居 I 7 。 D 
34号住居 m 2 × 炉
42号住居 m 4 。 D 
表49反町遺跡住居壮一覧
90 
表50城敷遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
12号住居 I 27 m × 管玉 目玉 剥片
17号住居 m 15 N 不明 13番
20号住居 m 14 m 。 E 10番
29・30号住居 m 11 m × 炉
37号住居 m 58 m 。 D 57番 ガラス玉目玉 勾玉剣形品
48号住居 I 11 m 不明 焼土のみ
53号住居 I 24 m × 炉
54号住居 m 17 m 。 C 
55号住居 I 16 m × 炉
65号住居 I 7 m × 炉
66号住居 I 5 m × 炉
68号住居 I 101 m × 炉
80号住居 I 6 m × 炉
81号住居 m 25 m × 炉 石製勾玉未製品 石製剣形未製品
83号住居 m 19 m 。 D 
84号住居 m 9 N C 1番
91号住居 m 18 m 。 D 17番.18番 臼玉 剥片
95号住居 30 I × 
99号住居 I 5 m × 
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遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 I[ 18 × 炉
4号住居 I[ 6 × 炉
5号住居 m 12 。 C×2 石製勾玉 石製紡錘車
6号住居 'N 16 C 
表51 日向遺跡住居祉一覧
? ? ? ?????? ? ?
?
?
、 、 ，
?
?? ?? ?
?
?
表52中野田島ノ前遺跡住居壮一覧
力マド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
事明
畿内由来の土器 その他
× t戸
遺構名
5号住里
時期 ｜総点数｜ 元編年
n I 6 
表53西堀上ノ宮遺跡住居祉一覧
力？ド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
X I 炉
畿内由来の土器 その他
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
2号住居 I[ 16 × 炉
4号住居 I[ 10 × 炉
6号住居 I[ 21 不明
表54B-22号遺跡住居士止一覧
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遺構名
9豊生里
???ー?? ???
?
?「? ＝
?
?
表55札ノ辻遺跡住居壮一覧
力マド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
×｜ 堕
畿内由来の土器 その他
遺構名
2房荏雇
???ー???
?
?
?
?
??「?
?
?
表56小井戸遺跡住居壮一覧
力マド ！ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
X l 空
畿内由来の土器 その他
遺構名
1号住居
遺構名
19豊生星
時期 ｜総点数 ｜元編年
I I 18 
表57中野田堀ノ内遺跡住居祉一覧
カマド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
χi 堕
畿内由来の土器 その他
特定器種を廃棄後焼失か
時期 ｜総点数 ｜元編年
m I 55 
表58中道遺跡住居祉一覧
カマド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付きl 把手無し
0 I E I I 1 
畿内由来の土器 その他
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表59城山遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
120号住居 m 2 不明
153号住居 m 3 × 炉
165号住居 IV 32 。 C 
171号住居 m 23 不明
174号住居 m 2 × 炉
183号住居 m 不明
192号住居 m 10 。 C 
193号住居 m 30 不明
219号住居 I 2 × 炉
225号住居 m 3 。 D 
228号住居 m 8 × 
表60吹上遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
11号住居 m 5 × 炉
35号住居 I 6 × 炉
52号住居 I 5 × 炉
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遺構名
盟主星
2号住居
遺構名
3号住居
4号住居
6号住居
7号住居
9号住居
18号住居
45号住居
時期 ｜総点数｜ 元編年
I I 4 
I I 4 
時期 総点数 元編年
m 14 
m 9 
I 7 
m 19 
m 7 
m 5 
I 6 
表61 上之郷遺跡住居祉一覧
カマド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
畿内由来の土器 その他
不明
× 炉
表62中三谷遺跡住居祉一覧
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
× 炉 滑石製紡錘車
× 炉
× 炉。 E 2 
× 炉
× 炉
× 炉 石製剣形品
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野田市ニッ塚古墳群 台地
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
3号住居 I 6 × 
5号住居 I 14 炉
8号住居 I 3 × 
23号住居 I 9 × 
24号住居 I 9 × 
25号住居 I 15 × 
26号住居 I 24 × 
29号住居 I 21 × 
30号住居 I 炉
31号住居 I 8 炉
担聖監内 台地 相市高田字西下の台1072-2
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 I 3 炉
2号住居 I 炉
3号住居 I 炉
4号住居 I 16 炉 石製勾玉
5号住居 I 9 炉
6号住居 I 6 炉
7号住居 I 13 炉
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遺構名
1号住居
2号住居
? ? ?
?
元編年
表65
芳亨下一
有無 I 形態
炉
型
尾井戸遺跡住居壮一覧
大形甑
担杢空空LJe手無し
??? ???
畿内由来の土器 その他
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 m 5 炉
2号住居 m 21 炉
4号住居 m 26 炉
8号住居 m 10 炉
14号住居 m 27 炉
15号住居 m 26 炉
21号住居 I 11 炉
23号住居 m 5 炉
26号住居 m 9 炉
27号住居 m 9 炉
35号住居 w 8 炉
36号住居 I 13 炉
38号住居 I 8 炉
42号住居 I 23 × 
表66石揚遺跡住居祉一覧
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表67布佐・余聞戸遺跡住居壮一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
2号住居 I 炉
728号住居 m 9 炉
121号住居 m 4 。 C 
122号住居 m 13 。 C 
123号住居 m 7 。 C 
126号住居 m 13 。 。
128号住居 m 22 。 D 
表68小室遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
C110 IV 10 。 D 
D201A m 14 不明
D203 m 25 炉
D208 I 12 炉
D212 m 6 炉
D215 I 16 炉
D216 I 20 炉
D217 m 5 炉
D305 m 22 炉
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遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
2号住居 I 不明
3号住居 I 7 炉
4号住居 I 17 炉
6号住居 I 22 炉
表69油免遺跡住居祉一覧
? ? ? ? ? ?
時期 ｜総点数｜ 元編年
I I 5 
m I 6 
表70長田土上台遺跡住居祉一覧
力マド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付きl 把手無し
堕
畿内由来の土器 その他
× 
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
17号住居 m 21 炉
19号住居 m 7 炉
45号住居 m 15 炉
46号住居 m 7 炉
52号住居 m 15 炉
55・56号住居 m 12 炉
表71 長田和田遺跡住居祉一覧
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遺構名
51号住居
時期 ｜総点数｜ 元編年
I I 8 
表72公津原遺跡住居壮一覧
力マド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
堕
畿内由来の土器 その他
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
II-5号住居 I 6 炉
II-7号住居 I 7 炉
II-13号住居 I 12 炉
II-18号住居 I 5 炉
II-51号住居 I 8 炉
II-52号住居 I 4 炉
II-54号住居 I 10 不明
II-55号住居 I 
II-56号住居 I 5 炉
V-1号住居 m 34 炉
V-2号住居 I 炉
V-3号住居 I 5 炉
V-4号住居 I 5 炉
V-5号住居 m 10 炉
表73宮内井戸作遺跡住居祉一覧
遺構名
1豊隼量
???
?
、? ?????「??＝
?
? ﹈
元編年
表74城次郎丸遺跡住居祉一覧
力マド ｜ 大形甑
有無 ｜ 翌多態 ｜把手付き｜ 把手無し
恒
畿内由来の土器 その他
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表75池向遺跡住居士止一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
42号住居 m 3 。 D 
47号住居 m 9 D 
49号住居 m 5 。 C 
50号住居 m 6 炉
57号住居 m 7 。 C 
65号住居 m 16 炉
66号住居 m 10 炉
表76岩富漆谷津遺跡住居枇一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
9号住居 m 10 炉
1号住居 m 3 不明
15号住居 m 6 不明
19号住居 m 13 × 
43号住居 m 6 不明
70号住居 m 3 炉
72号住居 m 17 炉
77号住居 m 6 不明
93号住居 m 41 炉
95号住居 IV 10 炉
100号住居 m 25 炉
142号住居 m 15 炉
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遺構名
H-111 
H-112 
???
??
?
元編年
表77
力マド
有無 ！ 形態。； 不明
tE 
江原台遺跡住居祉一覧
大形甑
把手付き｜ 把手無し
畿内由来の土器 その他
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
SI-006 I 2 炉
SI-020 I 3 炉
SI-021 m 13 炉
SI-033 m 8 炉
SI-065 I 9 炉
SI-101 I 5 炉
SI-175 I 炉
表78小屋ノ内遺跡住居壮一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
3号住居 m 6 炉
92号住居 m 5 炉
100号住居 m 16 炉
101号住居 I 7 不明
表79権現堂遺跡住居祉一覧
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表80中山遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
29号住居 I 5 炉
30号住居 I 33 炉
31号住居 I 17 炉
32号住居 I 6 炉
表81 北海道遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド
大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
D101 m 18 × 臼玉
D002 m 14 炉
D011 m 3 炉
D013 m 5 炉 日玉
D014 m 2 炉 臼玉
D016 m 7 炉
D022 m 4 × 目玉石製剣形品
D036 IV 8 炉
D039 m 27 炉
D055 m 23 炉
D057 m 6 炉
D058 m 4 炉 目玉
D077 m 7 炉
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遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
D34号住居 m 7 炉
D35号住居 JI 10 炉 目玉 剥片
D131号住居 I 7 炉 石製勾玉 目玉剥片
D132号住居 JI 33 炉 目玉 剥片
D133号住居 JI 8 臼玉剥片
表82権現後遺跡住居祉一覧
遺構名
旦呈隼星
18号住居
?? ? ? ?
?
??
?
??
? ? ?
? 、 ? ． 、 ． ?
?
? ?
??
元編年
表83道地遺跡住居祉一覧
カマド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
盟
1戸
畿内由来の土器 その他
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表84川崎山遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
1A号住居 Il 13 炉
2号住居 Il × 
9号住居 Il 13 炉
10A号住居 Il 9 炉
13号住居 Il 7 
16号住居 Il 8 炉
18号住居 Il 12 炉
20号住居 Il 23 炉
21号住居 Il 3 × 
26号住居 Il 14 × 
33号住居 Il 33 炉
34号住居 Il 23 炉
44号住居 Il 11 × 
46号住居 Il 12 炉
25D号住居 Il 11 炉
表85外原遺跡住居士止一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 天形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 Il 85 炉
2号住居 Il 15 × 
3号住居 Il 20 × 
4号住居 m 26 炉
6号住居 m 26 炉
7号住居 m 8 不明
8号住居 m 21 。 B 
9号住居 Il 5 × 
10号住居 m 37 炉
12号住居 m 13 炉
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遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
6号住居 m 11 。 C 
7号住居 m 19 炉
18号住居 m 3 炉
20号住居 I 12 炉
38号住居 N 3 炉
121号住居 m 9 炉
142号住居 m 16 炉
表86城ノ台遺跡住居祉一覧
???? ?
?
??? ? ???
元編年
表87 中野台遺跡住居t止一覧
力マド I 大形甑
有無 形態 ｜把手付きl 把手無し
0 C 
畿内由来の土器 その他
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
SI009 m 4 炉
SI011 m 5 。 A 
SI014 N 17 炉
SI016 m 2 炉
SI023 N 8 炉
SI027 N 5 炉
SI032 m 12 炉
SI034 m 7 。 C 
SI035 m 17 C 
表88地蔵山遺跡住居壮一覧
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????? ?
時期 ｜総点数｜ 元編年
n I 9 
n I 11 
表89鷲谷津遺跡住居祉一覧
カマド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付きl 把手無し
炉
炉
畿内由来の土器 その他
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1号住居 m 13 不明
2号住居 m 7 炉
5号住居 N 11 炉
6号住居 m 31 × 石製剣形品
7号住居 N 6 炉
8号住居 N 17 炉
21号住居 m 14 炉
表90鎌取場台遺跡住居壮一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
15号住居 m 7 不明
17号住居 Il 11 炉
23号住居 m 2 炉
25号住居 m 9 不明
34号住居 m 8 × 
表91 高品城遺跡住居祉一覧
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表92根崎遺跡住居壮一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
21号住居 I 5 炉
35号住居 I 3 炉
49号住居 I 7 不明
52号住居 I 4 炉
55号住居 I 4 炉
表93鎌取遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
16号住居 I 13 炉
17号住居 I 9 炉
24号住居 I 7 炉
26号住居 I 16 炉
32号住居 I 17 不明
36号住居 m 19 炉
43号住居 I 26 炉
44号住居 I 26 炉
45号住居 I 41 × 
46号住居 I 9 炉
47号住居 I 11 炉
48号住居 I 8 炉
49号住居 I 20 × 
50号住居 I 9 炉
51号住居 I 13 × 
56号住居 I 9 炉
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表94榎作遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
5G号住居 m 4 。 C 
21A号住居 m 3 。 C 
218号住居 m 5 不明
27号住居 m 4 。 C 
28号住居 m 5 。 C 
31A号住居 m 5 不明
328号住居 m 。 C 
37G号住居 I 2 炉
42A号住居 m 2 。 C 
表95西屋敷遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
14号住居 m 9 炉
15号住居 m 5 。 C 
42号住居 w 8 炉
表96南二重堀遺跡住居士止一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
15号住居 m 11 炉
19号住居 m 27 炉
28号住居 m 29 炉
109 
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
23号住居 m 23 羽 × 
46号住居 m 19 羽 。 C 
63号住居 Il 17 V 炉
75号住居 Il 5 V 炉
78号住居 m 20 V 。 C 
84号住居 Il 9 V 炉
87号住居 Il 8 V 不明
表97叶台遺跡住居祉一覧
?????
時期 ｜総点数
r I 16 
r I 21 
元編年
表98中潤ヶ広遺跡住居士止一覧
力？ド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
痘
堕
畿内由来の土器 その他
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
068号住居 m 11 。 C 
069号住居 m 2 C 
070号住居 m 10 。 C 
077号住居 m 5 A 
091号住居 m 8 。 C 
表99ナキノ台遺跡住居祉一覧
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遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
29号住居 m 12 不明
30号住居 I 6 炉
31号住居 I 19 炉
表100畑木小谷遺跡住居壮一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
26号住居 m 22 炉
99号住居 m 12 炉
199号住居 m 4 炉
239号住居 m 5 炉
246号住居 m 4 不明
表101 加茂遺跡住居壮一覧
? ? ??? ?? ? ?
表102草刈遺跡住居壮一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
30号住居 I 2 炉
C068 I 3 炉
C073 m 24 不明
C093 I 12 炉
C097 I 20 炉
C119 I 61 炉
C137 m 1 炉
C138 m 26 炉
C139 I 35 炉
C155 m 8 。 C 
C159 m 12 炉
C176 IV 43 。 C 
0101 I 3 不明
0109 m 7 。 不明
0132 m 9 C 
0146 m 20 。 C 
0148 m 19 炉
0156 m 6 × 
0160 m 24 。 E 2 
0174 m 14 C 
0184 m 23 。 C 
0286 m 9 不明
0319 I 10 炉
E012 I 18 炉
E018 m 8 。 不明
E048 I 11 炉
E050 I 7 炉
E094 国 78 炉
E129 m 17 炉
G002 m 14 炉
G003 m 25 炉
G006 m 15 。 C 目玉
G007 m 11 C 
G010 m 3 。 C 
G011 m 14 炉
G017 m 12 。 C 
G019 m 10 C 
G022 m 10 炉
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表102草刈遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
G037 m 13 。 D 
G078 m 27 D 土製勾玉 目玉鉄鉱
G206 m 39 。焼土のみ
G217 m 6 炉
K013' n 14 炉
K031 n 7 炉
K059 n 7 炉
K130 n 7 炉
K136 n 6 炉
K151 n 14 炉
K327 m 6 炉
K328 m 8 炉
K335 n 8 炉
K371 m 13 炉
K378 n 4 炉
K413 n 6 炉
K427 n 14 炉
K431 n 4 炉
K448 n 6 炉
K562 n 4 炉
K570 n 10 炉
K601 m 8 。 C 
K639 n 7 炉
K681 n 4 炉
J012 n 13 炉
J015B m 10 。 C 
J020 n 10 炉
J023 m 8 炉
J028 m 14 炉
J032 m 16 炉
J047 m 6 炉
J071 n 25 炉
J078 n 31 炉
J085 m 7 炉
J089 m 5 炉
J100 m 21 。 C 
J107 m 14 C 
J121 m 12 。 C 
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表102草刈遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
J130 m 5 。 C 
J134 m 7 。 C 
J1588 m 23 炉
J162 m 10 炉
J192 m 11 炉
J202 I 5 炉
J216 I 8 炉
J223 I 11 炉
J225 m 18 。 C 
J290 I 20 炉
L010 国 15 炉
L062 I 2 炉
L069 m 7 。 C 
L076 I 10 炉
L106 I 6 炉
L108 m 10 炉
L164 I 5 炉
L315 m 7 。 C 
L339 m 8 。 C 
1001 m 4 炉
1003 m 17 。 C 
1004 m 9 C 
1021 m 7 。 C 
1051 m 4 不明
10528 m 25 炉
1053 m 炉
1054 m 9 不明
1090 m 11 炉
1091 m 9 。 C 
1112 m 13 C 2 
1118 m 11 。 C 
1130 m 8 不明
1133 m 20 。 A 
1230 m 9 。焼土のみ
1240 m 16 E 2 
1253 m 7 。 C 
1266 m 2 C 
1268 m 2 炉
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表102草刈遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
1274 m 2 炉
1279 m 7 。 C 
1302 m 4 C 
M004 m 4 。 D 
M057 m 8 C 
M067 m 4 炉
M070 I 6 炉
M082 m 5 。焼土のみ
M083 I 6 炉
M112 m 5 。 D 
M164 m 3 炉
M208 I 23 炉
M223 m 3 。 C 
M373 m 5 D 
M422 I 8 炉
M484 m 14 。 C 
M635 m 10 D 2 
M657 m 10 。 C 
M668 I 5 炉
M693 m 22 。 C 
M694 m 10 C 
M747 m 5 炉
M757A m 24 。 D 
M795 I 24 炉
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遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
13号遺構 m 12 炉
17号遺構 'N 42 。焼土のみ 11番
27号遺構 m 7 D 
42号遺構 m 17 。 D 
46号遺構 m 21 炉
50号遺構 m 18 。 C 
58号遺構 m 51 C 2 
81号遺構 m 18 炉
99号遺構 m 32 炉
102号遺構 m 25 炉
126号遺構 I 36 炉
137号遺構 m 12 。 D 
170号遺構 m 32 。 C 
205号遺構 m 6 炉 4番
210号遺構 m 38 。 D 
348号遺構 m 13 D 13番
表103御林跡遺跡住居祉一覧
遺構名
SI007 
???、?
?
??
?
?
?
元編年
審104尾畑台遺跡住居祉一覧
カマド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
炉
畿内由来の土器 その他
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表105三ッ田台遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
SI007 I 17 炉
SI009A I 32 炉
SI010 I 11 × 
SI014 I 8 炉
SI015 N 37 炉
SI021 m 24 炉
表106二又堀遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
SI003 m 3 炉
SI005 I 20 炉
SI006 m 11 。 D 
SI007 I 31 炉
SI013 I 11 炉
Sl039 I 11 炉
SI049 I 17 炉
SI062 I 19 炉
SI064 I 12 × 
SI065 I 10 × 
SI087 I 12 炉
SI093 I 15 炉
S1104 m 7 炉
S1108 m 16 。 E 
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表107内屋敷遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
ASI013 I 48 炉
ASI023 m 5 。 D 
ASI024 I 9 炉
ASI033 m 37 炉
表108中越遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
SI09 I 8 炉
SI18 m 4 炉
SI21 m 15 炉
SI29 I 5 炉
表109二重山遺跡住居壮一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
SIー 1 I 8 I × 
SI-12 I 14 I 炉
SI-20 I 3 I 炉
SI-23 I 8 I 炉
SI-24 I 3 I 炉
SI-29 m 5 I 炉
SI-31 I 8 I 炉
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遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
SI-002 I 5 炉
SI-003 I 3 炉
SI-004 I 4 炉
SI-005 I 11 炉
SI-006 m 6 炉
表110大門口遺跡住居祉一覧
????? ? ?
??
???
?
??
?
元編年
表111
克~一
有無 ｜ 形態
事
新聞2遺跡住居祉一覧
大形甑
iB弓ー空き｜ 把手無し 畿内由来の土器 その他
石製勾玉
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表112大山台遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
SI035 炉 タタキ自のある土器（1) 
SI012 m 4 不明
Sl015 I 8 炉
SI016 I 不明
SI036 m 17 炉
SI037 I 4 炉
SI047 I 4 炉
SI051 I 炉
SI052 m 炉
Sl053 m 15 不明
Sl055 I 25 炉
SI68B I 18 炉
SI078 m 15 炉 石製勾玉
SI079 m 11 炉
SI080 m 6 炉
SI084 m 28 炉 目玉 滑石剥片
SI088 m 23 炉
SI089 m 8 不明
S1114 m 14 炉
S1115 I 15 炉
S1116 I 19 炉
S1131 m 10 炉
S1132 m 3 不明
S1141 m 11 炉
S1148 m 6 不明
S1150 m 11 炉
S1183 I 2 炉
S1186 m 8 不明
S1188 I 4 不明
S1189 I 4 炉
S1195 I 13 炉
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表113マミヤク遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
23号住居 m 11 不明
34号住居 m 8 炉
36号住居 m 18 炉
43号住居 m 3 炉
46号住居 N 8 炉
53号住居 N 58 炉
54号住居 m 10 炉
75号住居 m 8 不明
76号住居 m 21 炉
88号住居 m 14 炉
90号住居 N 12 炉
97号住居 m 27 炉
121号住居 m 5 炉
123号住居 N 4 炉
124号住居 m 5 炉
149号住居 m 20 炉
151号住居 m 17 炉
152号住居 m 27 炉
172号住居 N 25 炉
180号住居 N 4 炉
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表114東谷遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
SI028 m 5 。 D 
SI031 m 5 。 E 
SI032 m 4 炉
SI033 IV 11 炉
SI043 m 4 炉
SI048 m 28 。 不明
SI052 IV 15 C 管玉
SI053 m 4 不明
SI054 m 9 炉 管玉
SI061 m 2 炉
SI065 m 2 炉
SI086 m 17 炉 鉄製鎌
SI089 m 8 。 C 
SI095 m 16 炉
SI096 IV 8 。 C 
Sl100 I 4 炉
SI103 m 9 。 E 
SI104 m 8 炉
SI105 m 17 炉
SI111 m 。 C 
SI114 m 3 炉
Sl118 m 5 炉
SI121 m 13 不明
SI124 m 3 炉
SI126 m 3 。 E 
SI127 m 5 D 4 
SI147 IV 8 。 C 8番
Sl166 I 炉 石製剣形品
SI171 m 4 。 D 
SI174 I 4 炉
SI178 m 3 。 C 
SI179 m 6 炉
SI181 m 5 。 E 
SI182 m 15 不明
SI187 m 5 。 C 
SI196 m 14 炉
SI207 m 30 炉
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遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
S1239 m 8 。 D 
S1245 m 13 炉
S1379 m 6 炉
遺構名
盟呈隼星
127号住居
?????』???
?
? ?
?
??
??
? ? ?
、?
?
?
?
表115鹿島塚A遺跡住居祉一覧
力マド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
炉
炉
畿内由来の土器 その他
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表116大畑台遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド
大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
SI74 I 114 炉 目玉56
Sl176 I 7 炉
SI181 m 12 。 D 
Sl185 国 4 炉
Sl191 m 18 不明
SI193 m 15 炉
Sl211 m 5 。 C 
SI220 I 8 炉
Sl254 I 10 炉
SI258 m 18 炉 2 
Sl259 I 8 不明
Sl261 I 6 不明
SI312 m 23 炉
Sl404 m 35 不明 目玉28
SI405 m 23 炉
SI429 m 28 。 不明
76号住居 I 8 炉
77号住居 I 5 炉
79号住居 I 3 炉
81号住居 I 5 炉
82号住居 I 14 炉
84号住居 I 20 炉
85号住居 I 12 炉
87号住居 I 7 炉
100号住居 I 10 炉
101号住居 I 4 炉
105号住居 I 9 炉
106号住居 I 7 炉
130号住居 I 6 炉
186号住居 I 34 炉
203号住居 I 25 炉
276号住居 I 16 不明
288号住居 I 5 炉
320号住居 I 4 炉
328号住居 I 7 炉
403号住居 I 27 炉
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表117鹿島台遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
SI-001 m 10 炉
SI-002 m 29 炉 石製剣形品
SI-003 m 23 炉
SI-004 m 62 炉
SI-006 m 21 炉
SI-007 I 7 炉
SI-010 I 7 不明
SI-011 m 22 炉 鉄鎌
SI-012 m 23 炉
SI-013 m 8 炉
SI-019 m 15 炉 鉄鎌
SI-022 m 26 炉
SI-030 m 4 炉
SI-031 m 4 炉
SI-032 m 炉
SI-035 m 5 炉
SI-045 m 26 炉
SI-051 I 38 炉
SI-052 m 13 不明
SI-059 m 22 炉
SI-105 m 2 不明
表118大鯉遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 ｜総点数 元編年
力マド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 l把手付き｜ 把手無し 畿内由来の土器 その他
SI-1 m I 11 堕 I I 2 
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墾責町f~_L章 二台地 香取郡多古町
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
SI-3 n 18 炉 臼玉
SI-8 m 12 炉
SI-14 n 5 炉
SI-17 n 23 炉 石製剣形品
SI-21 n 14 炉
- h・4 恥・4 ・－－世V 曹M ’ －－】 「，－・，一寸r司F 司F －’司・1・a固 ’ 司F ’ 
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
SI-5 n 2 炉
SI-11 n 18 炉
SI-13 n 5 炉
SI-14 m 10 炉
香取郡神崎町稲場
遺構名 ｜ 時期 総点数
北緯35。51’38" 東経140。24’45"
I 力マド ｜ 大形元編年 有無 ｜ 形態 ｜把手付きl把手無し
炉
事
畿内由来の土器 その他
塑重型l片? ? ?
16 
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表122鷺山入遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
H-005 m 7 炉
H-010 m 3 炉
H-014 m 2 不明
H-016 m 2 炉
H-019 I 13 炉
H-020 m 10 炉
H-050 m 2 炉
H-052 m 7 炉
H-062 I 3 炉
表123長倉鍛冶屋台遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
H001 m 8 炉
H003 JV 15 炉
H004 m 8 炉
H006 JV 18 炉
H010 m 2 炉
H011 町 16 。 C 
H019 JV 9 炉
H043 m 炉
H060 JV 10 炉
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表124道庭遺跡住居祉一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
Sl-7 m 27 炉
Sl-08 m 28 炉 石製勾玉 剥片
Sl-09 I 15 炉
Sl-21 I 21 不明
表125小六谷台遺跡住居壮一覧
遺構名 時期 総点数 元編年
力マド 大形甑 畿内由来の土器 その他
有無 形態 把手付き 把手無し
6号住居 I 21 炉
1号住居 m 35 炉
13号住居 m 19 炉
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遺構名 時期 総点数 元編年 カマド 大形甑 畿内由来の土器 その他有無 形態 把手付き 把手無し
SI009 m 20 炉
Si010 m 19 炉
SI011 Il 3 炉
SI012 Il 11 炉
SI014 Il 6 炉
SI015 Il 2 炉
SI016 Il 10 炉
SI017 Il 19 炉
SI018 Il 3 炉 石製模造品
SI021 Il 5 炉 目玉 石製勾玉
SI022 Il 4 炉 石製勾玉
SI023 Il 3 炉 石製模造品
SI024 Il 8 炉
SI025 Il 8 炉
SI026 Il 9 炉 石製勾玉
SI028 Il 11 炉
SI029 Il 6 0? A? 
SI030 Il 4 炉
SI031 Il 14 炉 石製剣形品
SI032 Il 6 炉
SI033 Il 7 炉
Si035 Il 18 炉
SI036 Il 18 炉
表126市谷野台入台遺跡住居祉一覧
? ? ?
時期 ｜総点数
r I 6 
r I 29 
元編年
表127 山田出口遺跡住居祉一覧
力マド ｜ 大形甑
有無 ｜ 形態 ｜把手付き｜ 把手無し
亙
盟
畿内由来の土器 その他
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図26
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図27 I期の遺跡分布と火処の様相（埼玉）
地域1
図28 H期の遺跡分布と火処の様相（千葉）
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図32 IV期の遺跡分布と火処の様相（千葉）
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図47 城敷遺跡37号住居
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表128畿内由来の土器集成
番号 遺跡名 遺構名 番号 時期 器種 口径 残存 備考
2 後張遺跡 200号住居 10 I 平底鉢 33 
5 夏目遺跡 26号住居 5 平底鉢 50 底部内面摩耗
27号住居 2 I 平底鉢 16.9 50 体部内面木口状工具によるナデ
108 聾 14.8 95 布留式系嚢
109 聾 17.4 60 布留式系聾
6 夏目西遺跡 14号住居 110 m 聾 16.3 60 布留式系聾
111 聾 10 布留式系聾
86 平底鉢 20.3 75 
15号住居 69 I 把手付甑 22.4 95 
1 聾 15.6 下位タタキ目
19 川越田遺跡 24号住居 12 聾 下位タタキ目
13 葦 18.9 下位タタキ目
25号住居 18 聾 14 胴部タタキ目
20 今井原屋敷遺跡 17号住居 5 m 鍔付鉢 13 
37 宮西遺跡 64号住居 2 m 平底鉢 15.6 80 
43 下田町遺跡 272号住居 7 町 把手付甑 21.6 33 
281号住居 4 IV 把手付甑 23.6 破片
42号住居 26 m 把手付甑 24 70 
45 銭塚遺跡
46号住居 23 IV 把手付甑 23.2 35 
24 把手付甑 27・6 95 
17号住居 13 m 把手付甑 21.2 60 
20号住居 10 m 把手付甑 22 85 
47 城敷遺跡 37号住居 57 m 把手付甑 25 90 
84号住居 m 把手付甑 23.2 100 
91号住居 17 m 把手付甑 27.6 80 
18 把手付甑 24.2 45 
65 小室遺跡 C110 IV 把手付甑
17号遺構 1 IV 把手付甑 26.6 
100 御林跡遺跡 205号遺構 4 m 把手付甑
348号遺構 13 m 把手付甑
111 東谷遺跡 SI147 8 IV 把手付甑 22.7 
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図56 A類力マドの分布（千葉）
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図58 畿内由来の土器の分布（千葉）
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